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原 _,..告

同訴訟代理人弁護士 ．＇ 北 村

．． ，大和麗:'
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第1 請求

1 ■駅務署長が令和3年2月15目付けで原告に対してした平成2.7年分の
所得税及び復興特別所得税の更正処分のうち納付すべき税額（予定納税額控除

前のもの） 470万4.40 0円を超える部分並びに過少申告加算税賦課決定処

分を取り消す。

9 .2 -税務署長が令和3年2月i5日付けで原告に対してした平成2,8年分の

所得税及び復興特別所得税の更正処分のうち納付すべき税額（予定納税額控除

． 前のもの） 267万4200円を超える部分並びに過少申告加算税賦課決定処

分のうち加算税の額11万8000円を超える部分を取り消す。

3 -税務署長が令和3年2月15日付けで原告に対してした平成29年分の

所得税及び復興特別所得税の更正処分のうち納付すべき税額（予定納税額控除

．
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前のもの） 91 9万39 0 0円を超える部分並びに過少申告加算税賦課決定処．

分のうち加算税の額79万90 0 0円を超える部分を取り消す。

, 16 

4一税務署長が令和3年2月15日付けで原告に対してした平成30年分の

所得税及び復興特別所得税の更正処分のうち納付すべき税額（予定納税額控除・

・' 

前のもの） 12 2万18 0 0円を超える部分並びに過少申告加算税賦課決定処

分を取り消す。

第2 事案の概要

原告は、平成27年から平成30年にかけて、海外のカジノ施設においてカ

ジノ行為の一種であるバカラを複数回行ったが、バカラにより得た所得はない

ものとして平成27年分ないし平成30年分の所得税及び復興特別所得税'(以

下「所得税等」という。）の各確定申告を行ったところ、一税務署長から、．予

想が的中したゲームごとに、配当として得たチップの額面相当額（収入）から

同ゲームに賭けたチップの額面相当額（支出）を控除して一時所得の金額を算

26 定すべきであるとして、同各年分の所得税等の各更正処分及び各過少申告加算

20 

税賦課決定処分を受けた。

2
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．， 20 

本件は、原告が、．上記各処分のうち、原告の主張する税額を超える部分は違

法であると主張して、同各部分の取消じを求める事案である；

1 所得税法の定め

別紙1「所得税法の定め」に記載のとおりである。・

2 前提事実（当事者間に争いがない事実、後掲各証拠及び弁論の全趣旨1こより

容易に認められる事実並びに当裁判所に顕著な事実）

(!)原告 、

原告は、パチンコ店の経営を行•::,--1)代表取締役である（甲

、14)。

(2)原告によるカジノ行為等

ア 原告は、平成27年から平成30年までの間、次の各会社（以下「本件

各カジノ会社」という。）が運営する各カジノ施設（以下「本件各カジノ施

設」という。）において、カジ・ノ行為の一種であるバカラを複数回行った（以

下、原告が行ったバカラを「本件バカラ」という。）。

(7)米国に所在する----（以下「一」という。ただ

し、原告が本件バカラを行った記録があるのは平成2,7年及び平成30 

年のみ。なお、後記（イ）•及び（り）の各会社は、いずれも···のグループ

会社である。乙 9)

（イ）シンガポール共和国（以下「シンガポール」という。）に所在する一・

（以下一」という。）

（ウ）中華人民共和国マカオ特別行政区（以下「マカオ」という。）に所在す

る （以下「一」という9。ただし、原告が本件バ

カラを行った記録があるのは平成30年のみ。）

イ 原告は、いわゆ・るVIP顧客（一定額以上の金額を預託するなどして高

,25 額の賭けを行う顧客）であり、本件各カジノ全社との間で、供与された1

~2億円程度の信用枠の範囲内でチップを受け取ることができるグレジッ

3 
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ト契約（以下「本件各クレジット契約」という。）を締結した上で、本件各

カジノ施設のVIP顧客専用のエリアにおいて本件バカラを行っていた

・（甲 14)。

また、原告は、一及び・・・（以下「-等」という。）において

は、・vIP顧客を対象とするサービスプログラムである「ローリングプロ

｀ 

/―` 

グラム」を利用していた（以下、原告が·＇~との間でそれぞれクレジ

ット契約を締結した上で利用したローリングプログラムを「本件各プログ

ラム」といい、原告が一との間で締結した上記クレジット契約と併せ

IO 

．．．． ．．． ．．． 
．． 
. : :・... 
. : : ・.:. 

て「本件各プログラム等」という。）。

ウ 原告が本件各プログラム等を利用して行った本件バカラの回数や期間等

の詳細は不明であるが（後出の別紙4の1(2)参照）、一のカジ・ノ施設

においてローリングプログラムを利用した期間は、次のとおりである（同

別紙の別表2~5の各「1本件バカラに係る損益（詳細）」参照）。
（ア）平成27.年

16 

‘ヽ
20 

29 

I 

a 3月23日～同月 25 日．•（ 3 日間）

b 4月12日～同月 13日 （，2日間）

C 4月2・4日～同月、27日 (4日間）

d 5月22・日～同月 25 日 (•4 日間）

e 8月4日～同月 6日 (3日間）

f. 9月17日～同月 18日 (2日間）．

g. 1 0月27日～同月 29日 (3日間）

h 、12月1日～同月 3日 (3日間）．

i 1 2月30日～同月 31日 (2日間）

（イ）平成28年．

a 4月14日～同月 15日 (2日間）

b 1 2月17̀日～同月 18日(2日間）．

4
 



C 1 2月31日～平成29年1月4日

（り）平成29年

(5日間）

a
 
b
 
7月18日～同月 19日

5
 

（エ）平成30年

a
 

2月10日～同月 13日

b 4月19日～同月 20日

r 
工

10 

1月29日～同月 3・1日'(3日間）．

(2日間）

(4日間） ’ 

(2日間）．

C : 6月・ 11日～同月 12日 (2日間）

本件バカラ、ローリングプログラム及び本件各クレジット契約等の概要

は、．別紙2 「本件バカラの概要等」に記載のとおりである（なお、同別紙

において定める略称等は、以下の本文においても用いることとする。）。
・

量
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(3)確定申告ヽ

原告は、平成27年分ないし平成30年分（以下「本件各年分」という。）

の所得税等について、一税務署長に対し、別紙3の表1ないし4の各「確、

定申告」欄のとおり、法定申告期限までに各確定申告をしたが、その際、本 1 

件バカラを行ったことにより生じた所得（以下「本件バカラ所得」という。）

はないものとしていた（以下、この各確定申告に係る申告書を「本件各確定

乙1の1~4)。’.申告書」という。

:(0本件各更正処分等

ゞ • 20 

'25 

・務署長は、令和3年2月15 日付けで、原告に対し、•'別紙 3 の表 1

ないし4の各「更正処分等」欄のとおり、本件各年分の所得税等の各更正処

分＇（以下「本件各更正処分」という。）及び各過少申告加算税賦課決定処分

（以下、本件各更正処分と併せて「本件各更正処分等」という。）を行った。

(5)不服申立て

原告は、令和3年5月12日、麻布税務署長（同年4月22日の原告の

納税地の異動に伴い、・・税務署長の事務の承継を受けた行政庁）に対し、

ア r・ 

5
 



‘・
 

本件各更正処分等の全部の取消しを求めて再調査の請求をしたところ、麻

布税務署長は、・同年 8 月 •4 日付けで、これらをいずれも棄却する旨の再調

査決定をした（甲 2).

5
 

ヽ

＇ 

イ 原告は、令和3年9月3日、本件各更正処分等の一部の取消しを求めて

•審査請求をしたところ、国税不服審判所長は．、令和 4 年 8 月 23 日付けで、

、これらをいずれも棄却する旨の裁決をした（甲 3の1 •, 2).o 

(6)本件訴えの提起

原告は、令和5年2月15日、本件訴えを提起した。

3 本件各更正処分等の根拠及び適法性に関する被告の主張

10 
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本件各更正処分等の根拠及び適法性に関する被告の主張は、後記5の被告の，

主張のほか、別紙4 「本件各更正処分等の根拠及び適法性」に記載のとおりで・

＇ある。

なお、原告は、後記4の争点に関する部分を除き、その計算の基礎となる金

額及び計算方法を争っていない。また、本件バカラ所得が一時所得（所得税法

16 . 3 4条1項）に該当することについては、当事者間に争いがない。

~r-

ゞ

4 争点

(1) 「総収入金額」（所得税法34条2項）に係る争点

ァ本件バカラ所得に係る「収入すべき金額」（所得税法36条1項。争点1)
、イー換金制限による影響の有無（争点2。平成27年分に限る。）

. (2) 「その収入を得るために支出した・金額」（所得税法34条2項）に係る争点・

ア 本件バカラ所得に係る必要経費の範囲（争点3)

イ コミッション等に係る一時所得との内部通算の可否（争点4)

5 争点に関する・当事者の主張

(1)争点1（本件バカラ所得に係る「収入すべき金額」）

25 （被告の主張）

20 

ア 本件バカラ所得の収入の捉え方

6 

＇ 
・、
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カジノ施設においては、金銭をカジノ行為に直接用いることが禁止され

ており、顧客は、金銭をチップに換えてカジノ行為をする。そのため、チ

シプは、現金代用物として額面相当額の金銭的価値を表象している。

原告が本件バカラにおいて配当として得たライブチップは、その額面相

当額をもって、①通貨に換金して金銭を得ることができるほか、通貨に換

｀ 
金せずとも、②NNチップに交換するなどして新たなゲームに用いたり、一

③本件各カジノ会社に対する債務の返済に充てたり．して（以下、①を「換

9＇ー、
金」、②を「ゲーム利用」、③を「充当」という。）、本来的に生ずることと

なる経済的出捐を回避することができる。

10 このように、ライブチップは、額面相当額の経済的価値を有し、金銭に

．． 

．．
 
．
 
．．
 
．．
 ．．
 
．． ..... .. ..... . :. : 
．
 16 

代わるものとして使用できることから、原告がライブチップを配当として•

得ることは、本件各カジノ会社から原告に対して経済的価値の流入があっ

たことを意味する。そして、これによる経済的利益は、ライブチップの額

面相当額による金銭評価が可能であるから、その額面相当額が所得税法に

おける収入となる．•

したがって、本件バカラ所得の収入は、原告が本件バカラで予想を的中

させたことにより配当として得たライブチップに係る経済的利益である。

イ 本件バカラ所得の収入を総収入金額に計上すべき時期

所得税法はいわゆる権利確定主義を採用しているから、一時所得におい

20 ても、現実の収入がなくても、その収入の原因たる権利が確定的に発生し

た場合には、その時点で所得の実現があったものとして、権利発生の時期

の属する年分の課税所得を計算すべきである。

そして、原告が本件バカラで予想を的中させたことにより配当として得

たライブチップに係る経済的利益という収入の原因たる権利が確定的に

25 発生するのは、原告の予想が的中した時点である。

（原告の主張）

7 
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ア 本件バガラ所得の収入の捉＇え方

（ア）ラィブチップは、本件各カジノ会社が所有する備品であり、本件各カ

ジノ施設外に持ち出すことが原則として禁止され、その換金も本件各カ

ジノ会社に対してのみ行うことができるにとどまる。このように、ライ

ブチップは、特定の場所・条件においてのみしか利用可能性がなく、不

特定多数の当事者間における自由な取引は観念できないから、その客観

的交換価値は0円である。

r.、.

・10 
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鳴

また、顧客に帰属せず、かつ、それ自体に金銭的価値のないライブチ

ップを課税所得とみだ上で課税処分により租税債権を確定させても、当

該租税債権の差押えによる徴収ができない（国税徴収法47条、国税徴

収法基本通達47-5及び47-7)。

したがって、．ライブチップそれ自体に経済的価値を認めることはでき

ない。

● ●, 

16 

20 

（イ）本件各プログラム等を利用して行われる本件バカラば、これを利用せ

ずに行われるバカラとは、権利義務関係の規律が全く異なるから、本件

・バカラ所得の収入を検討するに当たっては、本件各プログラム等により

規律される権利義務関係に着目しなければならない。，

原告は、本件各プログラム等の規定上、本件各プログラム等が終了し、

厳重な本件確認等手続を経ない限り、配当として受け取ったライブチッ

プを換金又は充当することができなかった。また、ローリングブログラ

ムについては、-等は単独の自由裁量によりこれを終了させること

26 

ができる一方、顧客がこれを任嵩に終了させることを許容する規定はな

く、本件各クレジット契約における返済期日が本件各カジノ会社が請求

した時とされていることからすれば、原告は、各ゲームの予想が的中し

た時点では、本件各プログラム等を任意の時点で終了させることができ

なかった。‘

8
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20 ・

'そして、ゲーム利用により得られる利益は射幸心が満たされるという

ものにとどまり、経済的価値を認めることはできない。

したがって、各ゲームの予想が的中した時点において、その配当とし

て受け取るライブチップの額面相当額はいわば係数上のものにすぎない

のであり、経済的価値の流入があったとはいえない。

（り） •そうすると、本件バカラ所得の収入は、、原告において、本件確認等手

続を経た上で、未払債務を完済して本件各プログラム等が終了した時に

得られるものであり、精算後にライブチップの残高＇．（本件洛プログラム

等の終了時に原告が保有している＇チップの額面相当額から、本件各クレ

ジット契約に基づき受け取ったチップの額面相当額を控除して残った金

額を指す。以下同じ。）がある場合の当該残高に係る経済的利益というこ，

とになる。

イ 本件バカラ所得の収入を総収入金額に計上すべき時期

(7)一時所得の収入については、その支払がされて初めてこれを認識する・

場合が多いことからすれば、一時所得の総収入金額の収入すべき時期は、

収入を受け取る側がするべき’ことを全て終えてその収入を無条件で入手

できる状態になった時であると解すべきである。

（イ）原告は、本件各プログラム等が終了したとしても、未払債務を完済し

なければライブ・チップの換金による収入を得ることができなかった。ま

た、ライブチップを換金するに当たつては、ライプチップを物理的に力．

ウンターに持参することに加えて、厳重な本件確認等手続を経る必要が

あった。

そうすると、原告がするべきことを全て終えて収入を無条件で入手で

きる状態になった時は、本件確認等手続を経た上で、未払債務を完済し

26 て本件各プログラム等が終了した時となる。

(2)争点2..換金制限による影響の有無）

g.  



（被告の主張）

5
 

上記（1)（被告の主張）う’のとおり、本件バカラ所得の収入は、、原告が本件

バカラで予想を的中させ配当として得たラ、イブチップに係る経済的利益であ

‘るから、ライブチッ・プの換金は、経済的価値を有するライブチップの利用方

法のマつにすぎない。そのため、-換金制限は、本件の課税関係に影響

／ 

!O 

．． 
．．
 i

 

•• 
、
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 ．．
 ．． ．．．， 
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嶋

を及ぼすものではない。

そもそも、·|~ 1日当たりの換金額の上限を定めるものに
すぎず、顧客において翌日以降に換金することもできるのであるから、 20

万米ドルを超えたライブチップに係る経済的利益を原告が享受していなかっ

たとみることはできない。

（原告の主張）

原告は、一におけるクレジット契約の終了時、~換金制限のため、
ライプチヅプを 20万米ドル以上換金することができず、また、その換金を

翌日以降に持ち越すことができなかった。

したがって、平成27年分の一における本件バカラ所得の総収入金額

は、 20万米ドルが上限となる。具体的には、別紙4の別表1の1「平成2.

.7年分 本件バカラに係る損益一覧表（米国）」の「①損益 (USドル）」のう

ち「2月」欄の「225,390」・及び「9月」欄の「2,518,800」は、いずれも上

限の 20万米ドルとして計算されるべきである；

20 ・ （3)争点3 （本件バカラ所得に係る必要経費の範囲）

15 

（被告の主張）

原告が本件バカラの配当として得たライブチップに係る経済的利益は、・予

想の的中という結果を原因として生じたものであり、予想が外れた結果から ， 

は生じ得ない。

.'26 そうすると、予想が外れたゲームに賭けたチップの額面相当額は収入を得

るために直接的に支出した金額に該当しないから、本件バカラ所得の金額の

. 10 
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計算に際しては、ゲームごとに個別的に行い、予想が的中したゲームに賭け

たチップの額面相当額のみを総収入金額から控除すべきである。9

．以上のとおり、本件バカラ所得の金額の計算上、総収入金額から控除する

ことができるのは、予想が的中したゲームに賭けたチップの額面相当額に限＇

・s られる。

（原告の主張）

本件バカラ所得の収入であるライブチップの残高に係る経済的利益に直接

対応するのは、原告が参加した本件各プログラム等である。

そうすると、本件各プログラム等にぉいては、予想を的中させたゲームに

賭けたチップのみならず、予想が外れたゲームに賭けたチップについても、

本件各プログラム等の終了時までの支出とみることができる。

以上のとおり、’本件バカラ所得の金額の計算上、総収入金額から控除する

． 
ことができるのは、本件各プログラム等において原告が賭けた全てのチップ

の額面相当額である。

15 

，
 

(4)争点4 （コミッション等に係る一時所得との内部通算の可否）

（原告の主張）

ア 原告は、~ローリングプログラムを利用することによ

り、本件各プログラムの終了時には常にゴミッション等を得ていた。また、

原告は、'’・・において、 VIP顧客としてホテルの宿泊代が無料になる・

20 といった便益を常に得て．いた。これらはいずれも一時所得に係る収入に当

たる。

このように、原告は、•本件バカラ所得の収入がない場合であっても、上

記の各一時所得に係る収入を得ていたのであり、むしろ、原告が本件各プ

，ログラム等を利用していたのは、これらの収入を得るためであった。

ぉ イ 上記アの各一時所得に係る収入を得るためには、本件各プログラム等を

利用し•た上で、各ゲームにおいてチップを賭けなければならないから、そ

11 



の必要経費となるのは、本件各プログラ・ム等の各ゲームにおいて原告が賭

けた全てのチップの額面相当額である。

そして、一時所得内における内部通算は可能であるから、本件各プログ

/9. 

・10 • 

ラム等に係る一時所得の総収入金額（本件バカラ所得の収入及び上記アの

6 収入）からその収入を得るために支出した金額の合計額を控除して、一時

所得の金額（特別控除前）を計算すると、次表（単位：円。金額の前の△

は損失を示す。）のとおりとなる。なお、次表の計算に当たっては、①・

■については、平成27年2月及び9月の収益をいずれも 20万米ドルと
し（上記（2)（原告の主張）参照）、．②-については、平成28年12 

月31日～平成29年1月4日の損益（前提事実（2)ウ（イ） c、別紙4の別．

表3及び4参照）を平成29年に含めている。

．．
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．
 
,
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.~ 

一一一
一時所得．

年
（特別控除前）

平成27年 59,687,533 △314,400, 349 

゜平成28年 -5, 640, 766 5,640, 766 

平成29年 '36,319,295 35, ~19, 295 

平成30年 △224, 778, I 03 209,071,799 △164,979,810 

゜
， 

16 

（被告の主張）

一般的に、．カジノ施設の顧客が金銭をチップに換える目的は、カジノ行為

をすることであって、コミッション等のインセンテイプを得ることではない。

また、最大でも 0. 9 5％の割合で付与されるにすぎないコミッション等の

獲得を目的にして金銭をチップに換えることは、経済合理性を欠く行為であ

る。

そうすると、コミッション等が一時所得の総収入金額に該当するとしても、

原告が賭けたチップの額面相当額は、客観的に見て、コミッション等という

20 収入を得るために支出した金額とはいえない。

• 12 



•• 第3 当裁判所の判断

•• 1 争点 1 （本件バカラ所得に係る「収入すーき金額」）について

(1)判断枠組み等

ア 所得税法は、一暦年を単位としてその期間ごとに課税所得を計算し、課

,9 

.10 

税を行うこととしているところ、同法36条1項は、その年分め各種所得

の金額の計算上収入金額とすべき金額又は総収入金額に算入すべき金額は、

別段の定めがあるものを除き、その年において収入すべき金額・（金銭以外

の物又は権利その他経済的な利益をもって収入する場合には、その金銭以

外の物又は権利その他経済的な利益の価額）とする旨定めている。

そして、同項が、上記期間中の収入金額又は総収入金額の計算について、

•' 

．．
 
．
 
．
 

... ．．
 ．．
 

「収入すべき金額」とする旨定め、「収入•した金額」としていないことから

考えると、同法ほ、現実の収入がなくても、その収入の原因となる権利が
．． .... 
鴫・・・ ・
•••• , • 
9●..  

,. 

20 

｀ 
16 • 

確定した場合には、その時点で所得の実現があったものとして、同権利確

定の時期の属する年分の課税所得を計算するという建前（いわゆる権利確・

定主義）を採用しているものと解される。このように、，同法がいわゆる権

利確定主義を採用したのは、課税に当たって常に現実収入の時まで課税す＇

ることができないとしたのでは、納税者の恣意を許し、課税の公平を期し

難いので、徴税政策上の技術的見地から、収入の原因となる権利の確定し

た時期を捉えて課税することとしたものである。（最高裁昭和39年（あ）

第 2614号同40年9月8日第二小法廷決定・刑集19巻6号63 0頁、

最高裁昭和43 年（オ）第•3 1 4号同49年3月8日第二小法廷判決・民・

集28巻2号18 6頁、最高裁昭和50年（行ツ）第12 3号同53・年2

月24日第二小法廷判決．民集32巻1号43頁参照）

イ そして、所得税法36条1項が、金銭とは別に、金銭以外の物又は権利

26 その他経済的な利益それ自体をもって収入の対象としていることは明らか

であるから、かかる経済的価値がその価額を確定し得る状況の下で個人に

• 13 



ヽ

流入したといえるだけの具体的事情がある場合には、当該個人に現実の収

入があるものというべきであり、そめ時点において、何らかの制約により

当該経済的価値を直ちに金銭に換価し得なかったとしても、そのことのみ

．により収入のあることが否定されることにはならないと解するのが相当で

,・ 

10 

.

.
 
'・ 

．．．ー．
． ~

 ·~ ．． 
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．．．． 
．．
 

｀
 

亀： •.• 

ある。

上記の制約には、その生じる根拠、目的、内容、収入実現に係る他の事

情との関係等において様々なものがあり得るところであり、それらのいか

んによって、収入実現過程における当該制約の意味合いやそれが収入の対

象たる利益の内容に与える影響等も異なり得るのであるから、収入の有無

を判断するに当たっては、それらの諸事情を考慮した上で、当該制約によ

り上記経済的価値の流入を否定すべき特段の事情があるといえるかどう

かが検討されるべきである。

． 

16. 

(2)本件バカラ所得の収入の捉え方

ア ライプチップに額面相当額の経済的価値を認めることができるかにつ

いて

（ア）原告は、本件バカラにおいて、取得したチップを賭け、その予想が的

／
 

26 

中した場合には、配当と、してライプチップを受領していたものと認めら

れる。

上記(1)イのとおり、所得税法36条1項は、金銭以外の物又は権利そ

20 • の他経済的な利益それ自体をもって収入の対象としているから、配当と

・して得たライブチップに額面相当額の経済的価値を認めることができる

か否かを検討する。

（イ）ライブチップは、その額面相当額につ，いて本件各カジノ施設にぉいて

換金できるほか、本件各プログラム等を利用する場合であっても、 NN.

チップに交換するなどして新たなゲームに利用ずることができ、また、

本件各カジノ会社の裁量により、本件各クレジット契約に係る債務の返

i4 
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r 

済に充当されることがある。

このように、ライブチップは、その額面相当額について換金、ゲーム

利用又は充当することができるのであるから、同額分の経済的価値を有

するものといえる。

（り）原告は、上記第2の5(1) （原告の主張）ア（ア）のとおり、①ライプチ

．ップは、特定の場所・条件においてのみしか利用可能性がなく、不特定

多数の当事者間における自由な取~Iは観念できないから、その客観的交
換価値は0円である、②差押えによる徴収の対象にし得ないライブチッ

プを課税対象とみることはできないことから、ライブチップそれ自体に

経済的価値を認めることはできない旨主張する。

しかし、上記①については、・所得税法は、人の担税力を増加させる経

．済的価値は全て所得を構成するとする包括的所得概念を採用しており、

その課税対象は不特定多数の当事者間で自由な取引が観念できる資産に

限られるものではない上、配当としてライブチップを受領した者であれ

ば、ライブチップの額面相当額について換金又は充当することができる

ほか、 NNチップに交換するなどして新たなゲームに利用することもで

きる以上、，ライブチップに額面相当額の経済的価値があることは否定で

きないものである。

また、上記②については、同法上、：課税対象となる収入や所得を差押

20 えが可能なものに限る旨の規定は見当たらない。

したがって、原告の上記主張は採用することができない。

イ ライブチップの経済的価値の収入該当性について

・(7)原告は、本件バカラにおいて、その予想を的中させることにより配当

としてライブチップを得ることになるが、そのライブチップは額面相当

2• 額について上記アの経済的価値を有するものである。

したがって、原告が配当としてラィプチップを得ることは、ライブチ

15 



ヅプの経済的価値がその価額を確定し得る状況の下で個人に流入したも

5
 

r 

1q 

のといえるから、ライブチップに係る経済的利益について原告に現実の

収入があるものといえる。

（イ） a 原告は、・上記第2の5(1)（原告の主張）ア（イ）のとおり、本件各プ

ログラム等の規定上、本件各プログラム等が終了じ、厳重な本件確認

等手続を経ない限り、配当として受け取ったライブチップを換金又

は充当することができなかった旨主張するので、当該制約により上

記（ア）の経済的価値の流入を否定すべき特段の事情があるといえる

かどうかを検討する。

b 原告は、本件バカラにおいて予想を的中させて配当としてライプチ

ップを得た時点で、その後のゲームをズキップずることにより（別紙
． ． ..... ．．． ... ．． .... •·· ．．．．． 

・・・・．. • ` 
15 

2の第1の1参照）、当該ライブチップを本｛牛各プログラム等の終了

時まで保持することができたものである。

そして、本件各プログラム等の終了後、ライブチップを換金するに

当たり、一に限らず、一及び＇~本件確認等
手続を経る必要があるとしても、本件確認等手続は、マネーロンダリ

‘ヽ▼ ングや金融犯罪の探知・予防のため、正当なヵジノ行為によ，り獲得さ，

20・ 

れたチップであることを確認するものである（別紙2の第2の4参

照）。そうすると、ライブチップの換金は、マネーロンダリング等の

不正が認められるなどの特段の事情のない限り、本件確認等手続に

25 

よって妨げられるものではないというべきーである。本件において、原

告がマネーロンダリング等の不正をしていたど認めるに足りる証拠

はないから、原告は、本件各プログラム等が終了しさえすれば、確実・

にライプチップを換金することができたといえる。

また、原告においては、本件各プログラム等の終了時にはライブチ

ップを未払債務に充当することができ、本件各プログラム等の利用

16 



中であづても、 NNチッ・プに交換するなどして新たなゲームに利用

することができたものである。 • 

＇以上によれば、本件各プログラム等の終了時まで換金又は充当す

ることができないという制約は、上記（ア）の経済的価値の流入を否定

5
 

，ー・

10 

すべき特段の事情とはいえない。

c 原告は、上記第2の5(1)（原告の主張）ケ（イ）のとおり、本件各プ．

、ログラム等を任意の時点で終了させることはできなかったとも主張

するが、上記bのとおり、原告は、配当として得たライブチップを本

件各プログラム等の終了時まで保持できたことからすれば、本件各プ

ログラム等を任意に終了させることができたか否かは上記bの判断

を左右するものではない。 ・ヽ

．．． ．
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15 

また、次のとおり、原告は、本件各プログラム等を任意に終了させ

ることができたといえるから、本件各プログラム等が終了するまで

ライプチップを換金又は充当することができないことは、ライプチ

ップを直ちに金銭に換価し得ないという制約であるとは認められな

い。

~、 20

すなわち、ローリングプログラムの期間を30日とする旨の定め

はあるものの、これを超えて、顧客において任意の時点でその終了を

申し出ることは禁じられておらず、一等が、同申出を承諾してロ

ーリングプログラムを終了することは許容されているといえる（■
ーも、．一方的にローリングプログラムを終了させる権利は顧客に

・・・与えられていない旨述べるにとどまる。，甲 16の2)。

そして、原告が、令和2年11月18日の税務調査において、「「プ

ログラム」は自分で任意に終了することができますが、「プログラム」‘

25 を終了するまではチップを現金に換金できません。」と回答している

こと（乙 1'9)、一における本件各プログラムの利用期間をみて

17, 



も、•その多くは 2 日程度、長くとも 5 日間にとどまること（前提事実

(2)ウ・）、一方、本件各カジノ会社がその自由裁量により、原告の意

6
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16 

に沿わない時期に本件各プログラム等を終了したと認めるに足りる

証拠がないことからすると、原告が、任意の時点．で本件各プログラム

等の終了を申し出さえすれば、本件各カジノ会社はこれを承諾して

いたものと認めるのが相当である。

したがって、本件各プログラム等が終了するまでの間、ライプチッ

プを換金又は充当することができなかったとしても、原告は、本件各

プログラム等を任意に終了させることができたから、いつでも、ライ

ブチップを換金又は充当することができたといえる。

ウ したがって．、原告は、本件バカラにおいて配当としてライブチップを受

け取ることにより、ライブチップに係る経済的利益という収入を得たとい・

える。

(3)収入の権利確定時期について

ア 原告は、本件バカラにおいて＇、その予想を的中しさえすれば、他に特段

の行為等を要することな・く、配当としてライブチップを確実に受領するこ

とができたといえる。

したがって、原告は、原告の予想が的中した時点で、ライブチップに係

20 

る経済的利益を得るための権利行使が可能になったといえるから、その時

点をもって、収入の原因となる権利が確定したものと解される。

イ（ア）原告は、上記第2の5_(1)（原告の主張）ア（り）及びイのとおり、本件

バカラ所得の収入は本件各プログラム等の終了時のライプチジプの残

高に係る経済的利益であることを前提に、原告が同収入を無条件で入手

25 

できる状態になった時は、•本件確認等手続を経た上で、未払債務を完済

して本件各プログラム等が終了した時である旨主張する。

原告の上記主張は、本件各プログラム等において行われた各ゲームを

18 



r、

一体とみた上で、その場合の収入とは何かを検討したものであると解ざ

れるので、本件各プログラム等において行われた各ゲームを一体とみる

べきか否かについて検討する。

（イ）まず、バカラにおいては、各ゲームの勝敗に応じて、ライブチップの

配当又は没収が都度行われ、また、ゲームごとの参加は任意であり、途

中のゲームをスキップすることも可能であるから、各ゲームはそれぞれ

独立しているものといえる（別紙 2 の第 1• の 1) 。一方、ローリングプ

ログラムは、顧客の賭け金総額を把握し、コミッジ司ン等を計算するた

10 
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20 

．めの便宜から、利用するチップをNNチジプとライブチップに分けてい

るものの、本件各プログラム等を利用したがらといって、バカラという

ゲームのルールやチップの配当基準が変更されるわけではない（乙 5、

8)。

また、ローリングプログラムを利用した場合にはその終了時に未払債

務を支払うことにより、所定のコミッ、ション等を得られるが、コミッシ

ョン等は、顧客がローリングプログラムの有効期間中の各ゲームに賭け＇

たNNチップの合計額に応じて付与されるものであるから、配当として

得たライブチップに係る経済的利益とは別個独立のものとして存在する

ものである。なお、一では、ライブチップの使用実績に応じてイン

センディブが付与されるが（乙8、9)、これも、コミッション等と同

様のものといえる。

そして、本件各プログラム等の終了時に支払うべき未払債務は、原告

が信用枠の範囲内でチップを受け取った時点でその金額を含めて確定し

ており、本件各プログラム等の終了時に確定するものではない（なお、

本件各カジノ会社の自由裁量により、本件各プログラム等の終了時に保

25・ 有していたチップが充当され・ることはあり得るが（別紙2の第2の2)、

それは、既に確定した未払債務に充当されるものにすぎず、本件各プロ

19 
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15 

グラム等の終了時まで未払債務の金額が確定していなかったということ

ではない。）。 r

以上のとおり、本件各プログラム等を利用することによって、本件各

プログラム等において行われた各ゲームを一体とみるべき根拠は見当た

らない。

したがって、原告の上記（ア）の主張は採用することができない。

2 争点2-換金制限による影響の有無）について

本件バカラ所得の収入は、原告が予想を的中させ配当として得たライブチッ

プに係る経済的利益であるところ、一換金制限は、 1ゲーム日当＇たりの換．

金額の上限を定めるものにすぎず（別紙2の第2の3)、換金自体を否定するも

．のではない上、ゲーム利用及び充当を制限するものでもないから、原告が予想

を的中させた時点において、その配当として得る予定のライブチップに経済的

価値があることを否定し得るものではない。

原告は、ライブチップの換金を翌日．以降に持ち越すことはできなかった旨主

張するが、これを認めるに足りる証拠はない。

したがって、.'換金制限の存在は、本件バカラ所得の収入を検討するに

当たり、考應すべき事由とはならない。

3 争点3 （本件バカラ所得に係る必要経費の範囲）について

(1)所得税法34条2項の趣旨

20 所得税法34条2項は、一時所得の金額は、その年中の一時所得に係る総

26 

収入金額からその収入を得るために支出した金額（その収入を生じた行為を・

するため、又はその収入を生じた原因の発生に伴し＼直接要した金額に限る．）

の合計額を控除じ、その残額から一時所得の特別控除額を控除した金額とす

る旨規定している。

これは、一時所得の金額の計算上、一時所得に係る収入、支出について、

収入を生じた行為又は原因ごとに個別対応的に計算し、その反面、・収入を生

. 20 
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20,  

じない行為又は原因に係る支出は控除項目から除かれることを定めたものと

解される。

(2)検討

原告は、本件バカラにおいて予想が的中9した場合にはこれを原因として配

'' 当であるライブチップを得ることができるから、当該配当に個別的に対応す

る支出は＾、当該ゲームに賭けたチップの額面相当額といえる。これに対し、

当該配当に個別的に対応しない支出、すなわち、予想が外れたゲームに賭け

たチップの額面相当額は、何ら収入を発生させるものではないからく本件バ

カラ所得に係る総収入金額から控除されるべきものではない。

このように、本件バカラ所得の金額の計算上、総収入金額から控除する「そ

の収入を得るために支出した金額」は、予想が的中したゲームに賭けたチッ

プの額面相当額に限られる。

したがって、本件バカラ所得に係る一時所得の金額の計算に当たっては、

ゲームごとに個別的に行い、予想が的中したゲームに賭けたチップの額面相

当額のみを総収入金額から控除すべきである。

4 争点4（コミッション等に係る一時所得との内部通算の可否）について

(1)原告の主張の要旨

原告は、・上記第2の_・5(4)・（原告の主張）のとおり、本件各プログラム等の

終了時に得られるコミッション等及びVIP顧客としてホテルの宿泊代が無

料になるといった便益を、いずれも一時所得に係る収入とした上で、これを

• 9得るために支出した金額は、本件各プログラム等の各ゲームにおいて原告が

賭けた全てのチップの額面相当額である旨主張するところ、原告が実際にコ

ミッション等及び上記便益をどの程度取得していたのかについては証拠上．明

らかでないが、これを措き、上記主張について検討する。

26 (2)検討．

ア コミッション等は、ローリングプログラムの有効期間中に顧客がゲーム

21 
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,-

に賭けたNNチップの合計額に応じて最大でも 0.9 5％の割合で付与さ

れるものであり、使用した金額に応じて付与されるィンセシテイプである。

また、原告の主張する便益も、ライプチップの使用実績に応じて付与さ

れるインセンティプ（上記1(3)イ（イ））の一種と解される。•

5 イ 上記アのインセンティ・プは、配当として得たライブチップに係る経済的

利益とは別個独立のものとして存・在するものであるから（上記 1(3)イ

（イ））、同インセンティブ自体は、ゲームの勝敗にかかわらず、常にその収

入金額以上の損失を発生させることによってしか得られない（少なくとも

コミッシ・ヨン等については、最大でも正味ローリング・ターンオーバーの

10 • 1. 2 5％の割合が付与されるにすぎないから、収入金額が必要経費を超

えることはあり得ず、常にマイナスとなる。）。そのため、本件各プログラ

．．． 
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ー

ム等を利用して同インセンティブを得ることの経済的合理性は、結局、バ

カラにおいて配当を得るために賭けたチップ（結果として予想が外れたゲ．

ームに賭けたチップを含む。）の損失を減じるという点にあるといえる。

そうすると、同インセンティプについて、これを一時所得に係る収入と

解し得るとしても、原告が本件各プログラム等の期間中の各ゲームに賭け・

．たチップは、客観的に見て、本件バカラにおいて配当を得るために支出し

•たものというべきであり、同インセンティプを得るために支出したものと

はいえない。

2。 したがって、本件各プログラム等の各ゲームにおいて原告が賭けた全て・

のチップの額面相当額を、同インセンティブを得るために支出した金額と

して控除することはできない。

ウ 以上のとおり，、原告の上記（1）の主張は採用することができない。

5 本件各更正処分等の適法性

26 上記1から 4までを踏まえて検討すると、本件各更正処分等は、別紙4に記

載のとおり、いずれも適法である。

22 
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6・ 結論

よって、原告の請求はいずれも理由がないからこれらを棄却することとして；

主文のとおり判決する。

東京地方裁判所民事第2部

て
裁判長裁判官、2て2

裁判官

23 



（別紙1)

所得税法の定め

10 • 

... 

1 3 4条（一時所得）

1項 一時所得とは、利子所得、配当所得、不動産所得、事業所得、給与所得、

5 • 退職所得、山林所得及び譲渡所得以外の所得のうち、営利を目的どする継

続的行為から生じた所得以・外の一時の所得で労・務その他の役務又は資産の＇

譲渡の対価としての性質を有しないものをいう。

2項 一時所得の金額は、その年中の一時所得に係る総収入金額からその収入＇

を得るために支出した金額（その収入を生じた行為をするため、又はその ．． 

収入を生じた原因の発生に伴い直接要した金額に限る。）の合計額を控除

し、｀その残額から一時所得の特別控除額を控除した金額とする。

3項・前項iこ規定する一時所得の特別控除額は、 5,0万円（同項に規定する残
.. ．．
 
．
 
．．
 
．．
 ．．
 ．． ..... ． ．．．．． ．．．． 

•• ． 
15 

額が 50万円に満たない場合には、当該残額）とする。

2. 3 6条（収入金額）

1項 その年分の各種所得の金額の計算上収入金額とすべき金額又は総収入金．

額に算入すべき金額は、別段の定めがあるものを除き、その年において収

入すべき金額（金銭以外の物又は権利その他経済的な利益をもって収入す

る場合には、その金銭以外の物又は権利その他経済的な利益の価額）とす

、．る。．・

2。 2項’前項の金銭以外の物又は権利その他経済的な利益の価額は、当該物若し

くは権利を取得し、又は当該利益を享受する時における価額とずる。

3項略

以上

、I

24 



（別紙2)

．本件バカラの概要等

第 1• 本件バカラの概要．
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,20 

1 バカラのJレール等（乙99 9、1の
バカラとは、ディーラーが、バンカ←とプレイヤーにトランプカードを2~

3枚ずつ配布し、 トランプカ．ードの下1桁の合計が9に近い方が勝利となるゲ

ームの勝敗を、顧客が予想するゲームである。ゲームは連続して行われ、一つ

のゲームの勝敗が決した後、新たなゲームが開始される。 ' 

顧客は、うチップを賭けてゲーム参加し（ゲームごとに参加は任意であり、途

中のゲームをスキップすることも可能である。）．、予想が的中した場合には、的

中した内容に応じて一定額のチップを受け取ることができ、外れた場合には、

賭けたチップが没収される。

2 チップの性質等

(1)通常のチップ（乙 8、9)、

カジノ施設における顧客のカジノ行為は、金銭をその額に相当する価額（額

面相当額）のチップに換えた上で行われる。

顧客は、カジノ施設内に設置されたキャ9ッシャー又はテーブルにおいて、 9

．現金をチップに交換することができる。チップの受取方法には、現金を預け ． 

入れて交付を受けたカジノカードを職員等に示して、預け入れた金額を上限

として受け取る方法（チップとして受け取らなかった残金は、精算時に返金

される。）や、カジノ会社との間でクレジット契約を締結し、その信用枠の範

囲内で受け取る方法もある。

また、顧客は、チップを換金することができる。

. (2)特殊なチップ（乙 5、8、9)..

25 ア 顧客がローリングプログラム．（後記第2の1参照）を利用する場合、顧

客の賭け金総額を把握することを目的として、ゲーム参加用の特殊なチッ

25 



プ（一般的なチップと異なり、．自由に換金することができないもの。換金

不能を意味する Non-Negotiableから「NNチップ」と呼ばれることがあ

り、以下、同呼称を用いる。）が使用される。

イ 顧客は、ローリングプログラムを利用してカジノ行為をする場合、 NN

5 チップを賭けてゲームに参加し、予想が外れた場合にはNNチップが没収

され、予想が的中した場合には通常のチップを受け取る。，受け取った通常

のチップは、上記(1)のとおり換金できるほか、 NNチップに交換すること

戸•
ができる（以下、上記(1)の通常のチップを．「ライブチップ」といい、ライ

ブチップとNNチップを特に区別しない場合は単に「チップ」という。）。

10 第2 本件各カジノ会社の契約の概要

． ． 
●’ 

9
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l -等におけるローリングプログラム（乙4~6、.9、弁論の全趣旨）

■■等の各カジノ施設のVIP顧客専用のエリアを利用する顧客は、一
■との間の契約に基づき、当該顧客が賭けた金額の多寡に応じたインセンテ
ィブ（無料サービスやポイント等の還元サービス）が付与される「口←リング

プログラム」を利用することができる。

ローリングプログラムの概要は、次のとおりである。

(1)利用資格

ローリングプログラムの契約締結時において、次のいずれかの条件を渦た

す者が、＇ローリングプログラムを利用することができる。 ． 

ア＇所定の最低額・・・においては 2万5000シンガポールドル。以下

同じ。）を現金で預託すること

イ 所定の最低額につき~等により供与された信用枠に基づく借入れが

可能であること（同条件に該当する願客は「クレジットプレイヤー」と呼

ばれ、原告はこれに該当する。当該借入れを利用するためには、クレジッ

29 卜契約を別途締結する必要がある。）

ウ 顧客自身の資金をもって、所定の最低額以上のNNチップを購入するこ

15 

20 

ヽ

26 



(2)適用されるカジノ行為

指定のエリアでプレーされるバカラ、クラップス及びルーレジトを対象と

して、 NNチップを使用するカジノ行為についてのみ適用される。

し

6
 

(3)期間

r̀ 

IO 

••• 

．
 

.

.
 ．．． 

• 
~
 

．． 
.. ~• ••••••• 
...... 

．．． 
をいう。

l• 

,o 

契約締結日から起算して 30日間（以下「有効期間」という。）の期間滴了

時に終了する。ただし、一等は、単独の自由裁量により、事前予告なく

当該期間の長さを変更する権利を留保する。

(4)・正味ローリング・ターンオーバー 、 ． 

正味ローリング・ターンオーバーとは、ローリングプログラムの有効期間

中に顧客が取得したNNチップの合計額（ライブチップと交換して取得する

砂を含む。）と、ローリングプログラム終了時に返却したNNチップの合計

‘額の差額（すなわち、顧客がローリングプログラムの有効期間中に各ゲーム

に賭けたNNチップの合計額）

. (5)ィンセンティブ ・

顧客は、正味ローリング・ターンオーバーが最低基準額ーにおいては

5万シンガポー・ルドル）を超えていた揚合、インセンティブとして次の3つ

が付与される（以下、これらを併せて「コミッション等」といぅ。）。ただし、

■■l等は、その自由裁温により、最低基準額に満たない場合であっても後
記イ・ウについては支払うことができる。

ア 特典：

正味ローリング・ターンオーバーの0.1％相当額の特典（有効期間中に

顧客が負担する宿泊代、飲食代及び航空運賃に充てることができる、いわ

ゆるポイントと同様のもの）

祁 イ ローリング・コミッション

正味ローリング・ターンオーバーの0.

27-

4%~0. 9 5％ （プレミアム



プレイヤーの場合、正味ローリング・ターンオーバーの額に応じて順次増

加し、最大o..9 5％となる。＇）相当額の現金

10 

ウ インセンティブ・ボーナス

正味ローリング，・ターンオーバーの0. 2％相当額の現金

6 (6) クレジットプレ；；ャー

クレジットプレイヤーは、コミッション等の獲得条件どして、一等に

対する未払債務を完済しなければならない。

(t）一般条項

■■l等は、．ローリングプログラムの顧客への通知なく、・①預託口座内の
資金、②顧客に支払い、又は付与されたローリング・コミッション又はイン
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 ．． ．． 
•••• '.  •••••• ..... ．． 

'15 

センティ・プ・ボーナスの金額の全部叉は一部を、いつでも充当、相殺又は引

き落としし、顧客の一等又はその関連会社に対する債務の全部又は一部

の弁済に充てることができる。

一加、単独の自由裁量により、予告なく、ローリングプログラムの

規約を修正し、又はローリングプログラぶを終了させることができる。

・2 本件各クレジット契約の概要

本件各クレジッ．卜契約の概要は、次のとおりである。

(1)-（乙3)

ア カジノクレジットは、カジノ行為の．目的に限定して利用する。

20 イ 信用枠の引き出しは、その都度別個の取引とみなされる。

ウ ■■＇又はその関連会社は、その自由裁最にて、借主が払戻しを請求す
る全てのチジプを、まず借主ヵ§・・・又はその関連会社に対して負うクレ

ジット未払残高（信用枠の範囲内でチップを受け取ったことにより生じた

債務のこと。以下「未払債務」という。）に充当し、残額があればそれを借

25 、 主に返金できる。'

(2) -（乙・2.)

28 



ア 貸主から借主への信用枠の供与は、借主が貸主のカジノ施設でカジノ行

為をする目的に限り、貸主から借主にチップを提供する方法にょり行われ

る。貸主が借主に信用枠を供与する場合には、その都度、借主は貸主が要

求する有価証券を作成することに同意する。

イ 借主ば貸主に対し、信用枠の範囲内でチップを提供するよう要求する。

ウ 貸主は、自らの自由裁量で決定する金額（ただし、上記イに定める上限

9,  

額の範囲内とする。）のチップを借主に提供することに同意する。

工・借主は・・・等に対して、受け取ったチ，ップの金額を返済日に支払う。．

＾返済日は、有価証券の日付とする。

10 

••• • •• •• 

．
 

．
 

．
 
．．
 
、
．．
 
..... .... ..  ．． 

オ 借主は、・末払債務を、手数料その他いかなる控除も行うことなく、貸主

が指定する支払場所にて支払うか、または借主が署名した有価証券の支払

用資金を銀行に入金する方法により支払うことに同意する。貸主は、借主

からの返済額に対する割引、＇返戻金又はコミッションに関しては、ここに

本契約の一部として組み込まれるプログラム契約に従い、かつ、借主が未

払債務（当該割引、，返戻金又はコミッ冷ションを控除する。）を完済した場合

に限り、その義務を負うものとする。

99・カ 貸主は、借主が換金可能である、か又は換金を請求するチップに関して、

その自由裁量により、本契約又は・・・h9関連会社が供与するクレジット
口座に基づく未払債務にまず充当できる。

20 ・.(3)-（甲4の2の5)

IS 

25 

，． 上記（2)とほぼ同じ。

3 ■■lにおける換金制限．（乙6)
•一は、平成 2 6年1月20日から平成29年5.9月18日までの間、米国

民を除く顧客によるチップの換金について、 1ゲーム日当たり20万米ドル（又

は信用枠の20％相当額の、いずれか低い方）に制限していた（以下、この制限

を「~という。）。

29 ．． 



’‘ 

5
 

4 チップを換金する際(/).手続（甲 16の2~1 9,乙5、弁論の全趣m
シンガポール法は、マネーロンダリング対策として、カジノ会社による本人

確認及び取引確認の実施について規定しており、カジノ会社は、所定の場合に

は顧客に対する本人確認の実施を義務付けられ、また、・マネーロンダリングや

金融犯罪を探知・予防するため、カスタマーデューデリジェンス対策等を定め

た内部方針、内部手続及び内部管理を策定・実行することを求められている。

,三―`

I 

10 

、一は、•これを受けて、カスタマーデューデリジェンスに関して厳重かつ

徹底的な内部方針、内部手続及び内部管理を制定しており、チップを換金する

．に当たっては、チップが顧客による正当なカジノ行為の結果として獲得された

ものであることを確認す・るなど、顧客に対するカスタマーデューデリジェンス

対策に係る手続（以下「本件確認等手続」という』を実施している。

．． 
．
 

．
 

•• 
．．
 

．
 

．． 
••••• 
．．．． 

••• 以上

．．．． ．． ・~
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賽1

平記7年分の所得税等の課税の経緯． o

U 
項 ． 津定寧告 夏’正処分等 再調宣請＊ 再＂査決定 審査＂求 紐 決

瞑告主逼額
年 月 ． 法定申告算屈；内 令和3年2月16a 令和 3~5月 12 El 令和3年8月4.B 令和3年9月3B 令和4年8月勾 El， ・所R ．得+ 怠 P o .. 9邸0.ooo “°A50.675 99,550,000 

内給与所得の金顕 O'99．邸0．OOQ 吟．細．OOO
ー•--- •一ー· -• ・ー・ l. :.._._ -・-
訳 一碍所得の金額 ③ - 541, 400, 675 

分疇先物取;,,こ伍る゜ 5.932位0 5,932.4幻緯房得零の傘額
．． 

所符筵除の耀の合計麟 ⑤ 1.924,998ヽ 1.924.998 

繋税紀所得金額 R 97,625,000 839.025.ooo 

I i 
(O  - 0)  

鑢課税所分雇得先物筍取，，31に金儡額る。 5,932.ooo 5.9立．OOO

⑤ 1：：：対する税額R 39.n5.250 蕊公16S.250
の : i g 0 1：：：：汝する税｀｀ ⑤ 細．800 函．．的 ．合

算(出<I)裏瓢+，，合Ci)計額) ⑩ 40;0蕊．050 283..... ... は
菜で

復累特別所得％衷 f ⑪ . 8409529 5,956.756 で．
（⑩ X 2.l 

瓢泉、徴肛税額 ⑫ 祁．161.079 9a161.079 

~--"+ :'t＿税＠ f ⑬ 4. 704,400. 253.950.7OO 4,704,<00 

予 定 納 税 麟⑭ 3.n..400 111C400 ----納9付⑬すべ-きR税瓢) R ....OOO 硲．734,300 函．000

逼少・申告加算哀の瓢 R 9---- 蕊寧．ooo .. 
D 

（単位Jnl

3
1
 

1
2
3
 

g
 
温醤認出饂器喘涵悶は埜躙詣苫品ものまらば品、＄忘霜宰忠晶の正らる（国四呻ll8条l初．
f皐去紐釦（叩の金●己百印固即滋数を切り捨てた筆の瓢であるぽB念日印枷ら呪”じための箪繁を実黛rるため1ゴ渾な財薫〇峯保口ける特皿輝1l法2伍 2の．

....  .. 

樽凪．→,．禎・c..:.=-・ょ・ー・.9 ふ';cj

（

B
＝翠
3
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平成28年分の所得税等の課税の経緯

項 ． 窪定ゆ告 夏':iE処分等 再調ヨ謂求 再調査決定 疇査謂＊ 戴． 決

厩を主弧額
年― ．且 ． 法定ゆ告綱限内 令和3年2JIIS R 令和3年5月 (213 令和3竿8月4日 令和3年9月 3日 令和4年8月お El
→ 
所② •得... ―金a ぞ。 107.?00.ooo 119,SSS.“゚ 110,27..383 110,270,383 

g 捻与所得の企額 a • 101,100,000 107,700,000 
•• 9 ~ -•- -• , ‘ ー・幽・・--- , •·• ----』~ - - • - - -

ー 四房各の金額③‘•一 11．邸＆04.0

撼分霞所先得物取等引のに金保1る夏① • （△61,6. 17,3吟0） （△61,617．函゚ ） 
ヽ

所得笠諏の額の合計霞⑤ 2.017.387 2,017.387 

課_(裏(])鑢所-得flil金顧)R . IOS, 682. 000 l17.540.ooo 

謀誡税万分．戴得先幽等取の91に金係額る ⑦ 0.  
゜ i ⑤に対ナる税額R • 4%, 160, 900 4.“l7,0的

⑦に対・する税直 R 
゜ ゜ i ： 苔

算(出(I)税額+の合ii)計額) R •. 42,7孤 9OO 48.097,000 

菜で復(輿R特,X 濶所2l得%税，)II{ R 函，978 I.010.037 

濶泉徴．収税額 R 42.l郎，•441 42.165.441 ・..' 

申(・R告•＋ 納◎ 一税⑫ 瓢） ⑬ l.493,400 
• 
6.941,500 ,. 674,200 • 2.674, 200 

テ 定 納 税 額⑭ ,.530,600 ・2,530,600
• ---- -納（付⑬すべ- さR衷)額 R △ 1AB7:2OO 4．'10,900 143..600 191細

翌先鰤年取以9径1に1こ係繰るり損越失さのれ企額る ⑮ 61,617, 3!沿 61,617.399 .. -- ----’ 

遇少申告加算税の霞 ◎ 一 s≪.ooo ll8,000 l18．叩0

~. _(Ill位＿吐翌

3
2
 

（田 1 r→蜘辺釦（匹紐誓は．—暉的紐呻甲法以条2初の2知11コ当するmぁ碩！三2項2号）． ． ． 
2 r分llLや物前911こ係る誡所得等の傘釦（四の（）内の △」は、損夫芸謂を去す｀

• • r課a四iに関（⑤欄）の金は、千Pl未潰の端数を切り捻．てた後の軍であるr団P洞9lI沖llB条1項）．
4 r●告納税甑l叩の金饂は百円未演の蟷数を切り捨てた復，，謂tあるぼ日木大罵災からの復輿のための箪策を冥箪するために必憂な財筐の賞保に関する特99僅置法“条2哀〉．．
s r訥叶べき況額i（⑮襴〉の『△』は、還付傘の編に樟当するa軍を哀.... • 
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平成29年分の所得税等の課税の経緯

項 ． 富、定中告 更.iE処．分年 再 l1l査請求 ＂ ＂査決定 審烹；蹟求 戴 決
.. 原．を主憂“

年 月 ． 法定印を潤累内 令和3年2月1SEl 令和3'1!5月 l2日 令和 3 年 8 月 4•a- 令和3年9月3B 令和4年8月23B ， 目？ 怠 f o 141.800.OOO 209.019.382 ．169,209,6'8 ． 159,209,648 

論与所得の金額 ② Hl．的o~ooo l4l. S00.OOO 
; _ _  _ -•一・・·ー・・ ・ • • ----"一 ，-・な内一 •ー ・・・●綸·~• ••• 
一碍百得の金額 @ - • 61.219.3B2 

分 1l先物取引 に金保 る。 8.893.698 ,...,..., 魏所得等の 額

所得控脈の閾の合計額⑤ 2.076,1,7 2. 076. l57 

諜（税①．捻育―得⑤金箪)拇 I39.9ね．OOO 306.943.ooo 

譴艤税所分1l得先珈等取の91に金保・軍る 。

゜ ゜i ⑤に対する税額 ⑧ 砥 099．蕊0 88, 328, 360 -

⑦に対する税瓢 R 

゜ ゜
，， 百 輝棄

合
算(出R税額+の合R計額) R 菰.,.．蕊O 郎、328.3印 の‘

復(興@特 X別所えI得~%税甑) ⑪ 1.219．臨 臀 1.8丸 89S ； 
瓢泉徴収税額 ⑫ 詞JO4.019 9.. 104079 

申（⑩告十納⑪―—税⑫)額
--

⑬ I, 194.900 出．079.100 9.193．鉛〇 9,193.,OO 

予 定 納 税 瓢⑭ 995.6DD 995.600 しシー――- • 一納（付⑬＂すぺ一●⑭税甑） R 199.3OO 31,0113, ... 8,198,300 &l...300 ・, 
先翌蜘年取以引復1こ1こ篠繰るり鎮越失さのれ金躙る R 5乙723.701 62,723,701 -- 一週少申告加算況の麟 ⑫ ---- 3....,000 四9,000 799,000 

直位1.!'!)_

3
3
 

（注） 1 !一闘所得の金甑j⑬欄）の金蒙は一畔所得の金菖ぽ得を茫＂条 2項の2分，，1に欄当十る蒙である（閂や”年2項2号）． ． 
2.””3賽斤吐1lJ（⑥躙）の金軍は、千円未漬の箪数を切り檎てた後の顕である田ぼ蹴9法1埠条1項．
3 『誡裏俎口輝9取99に停ぶ這詔四紐l(J(Oの金顆氏 r知田知取引匹＄る鍵所得等の金（匹の金麟から繰り鯰された先物取引に鐸る損失の金額を差し91いた後の額である．
4 9叩滋裏田（如咲綱は、百円未漬の蟷数を切り富た後の額であるぼ：日本大震災からの復舅のための篤策を実濾するために必要な財瓢の箪線に関する特●1檜置法“条2項．
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平咸30年分の所得税零の課税の経緯．

（単位4堕

3
4
 

項 、 E! 箪定、9 告 叉正処分等 巧調査 I9* 冥．調査決定 事査請求 絨． ．． 決

令和4年8月m， a ． 
原告主蛋額

・年 月 ． 法定ゆ告翔限内 令和3年2月｀日 令和3年5月 12..B 令和 3 年 8• 月 4 日 令和3.9.JI3日

序②凡．＄竺oF IC 19s.砥SI● 416,711,93． 7 195,782.518 

不．勁薫所得の金額② △"“ 17,:.S2 △ 17,482 
.. 

..... ••一“--- ”―  

；給-与···所·•·得· の企-、額--③ 195.800.ODO 195, 800. 000 
•... 9. • •一』噸•. ．．．．．幽・日-...

一畔所得の金額〇 220,929.“IJl ．． 

分貫長厚蹟渥所得の金額〇 u,.,...＆函，） （△4,866．曲）゚
分緯戴所先得物~ 取等引のに金儡誓る R 34...3.786 “.“3.789 

所得笠除の額の合．汁瓢⑦ 2,454,651 2.994.651 

課(税O総所ー得⑦金）麟① 193.327.ooo 414.公w.OOO 
諜，，税分摩長金媒諜軍阿得躙 ⑤ 

゜
， i IJI! ・-.  -諜韓磁所分戴得先物等取の引に金保額る ⑩ 

゜ ゜③に対する税額R 82，以I―,150 181,619．応O i g i 百oに対する税甑⑫

゜ ゜
，， 

菜？ ⑩に対する税額⑬

゜ ゜
百
し

算(@出税十額⑫の十合計⑬額） ⑭ 82.201, 150 181,619,650 

霰(興Ill)特 X別-,_所,得%税顧) ⑮ L72も224 ,.81LOU: 

濶泉・・徴収税綱 llll 認，705,479 82,7⑮，ダ＇6

申(R告十 ⑮納 —税®霊) R 1,221.800 • 102. 728,100 l.221．紐〇

予 定 納 哀 額⑮・ 196. 600 1...a)0 ．． 一納（付⑰すべ—き®税,額) ⑬ “5.2DO ー・ 101.931,500 925.2OO 

・ 翌先伽年敢以う襲1にに儡紐る9揖濾失さのれ金額る ⑳ 17,879,915 l1.81ら9l6
l. -遇少申笞加算税の．額 R ／ 11.028,500 ． 

四 l f”頂＃の金瓢l(O圏の金箪は、一鰭所得の金菖の搾ぼ法34条2項）の2分の1に相当する霰である潤法2条2項2号）． ． 

；ほ器悶溢111J品際翡且裔芸翌闘甜塁證品認益鉛臨翌鴇…幻．
4 f課税分疇．牛物mIに保る譴所得等の金額J（⑩襴）咬蒙、 r分雇先慟取911こ保る磁所得澪の金田（⑤■）の金軍から繰り越された先檎取引1ゴ儡る損矢の土箪を差し9［いた復の額である．
5 ＇［申告納税額］ （⑰の企氣は、百円未満の端致を切り捻てた復の額であるぽ•本大震災からの復興のための応策を実濾ヤるために必夏な財瓢の箪保に1111する符別槽It法れ条2項）．
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本件各更正処分等の根拠及び適法性

1 本件バカラ所得の計算の前提＇

(1)本来あるべき計算

本件バカラ所得に係る一時所得の金額の計算は、予想が的中したゲームごと

に、配当として受けたチップの額面相当額から賭けたチップ（以下「賭け金」

ということがある。）＇の額面相当額を控除して行い、個々に算出した所得金額を、

予想が的中した時を収入計上時期として合計したものがその年における所得金

額となる。•

(2)・務署長のした計算及びその合理性

一税務署長は、米国、シンガポール及び・マカオの各税務当局から本件バカ

ラに係る情報が記載された資料（以下「本件情報交換資料」という。乙 11) 

によっても、本件バカラ所得に係るゲームごとの損益（配当として受けたチッ

プ及び賭けたチップの各額面相当額）を把握することができなかった。

そこで、・・ド務署長は、次のとおり、本件情報交換資料から把握できる最

小単位で把握した損益をベースとし、・また、•このように最小単位で把握された

— 損益］；赤字損失の場合は、当該最小単位における一時所得fJ）金額を0円として

計算し、原告には、本件各年分において、少なく．とも別表7の「総収入金額一

支出」（合計）④欄記載の各金額の本件バカラ所得が生じており、かつ、その申

．
 
15 

2o 告がされていないと判断した。

これは、一時所得の金額の計算方法に可能な限り沿ったものであり、また、

上記(1)のとおり計算されるべき真実の所得金額に最も近いものであり、かつ；

これを下回ることから、納税者である原告に有利な金額であるので、合理性が

ある。'

26 ア 米国における本件バカラ所得の金額

ーに係る本件情報交換資料には、月ごとの損益が記載されていた（別
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9” 

表・1参照）。

同じ月中に原告が複数回の本件バカラを行い、その中に、予想が的中し配

当を得たゲームと予想が外れて賭け金を失ったゲームがある場合、上記月ご

との損益には、これらの結果（損益）が合算されることになるから、予想が外

5 'れたゲームに係る賭け金の金額は、予想が的中したゲームに係る配当から控

／ 

10 

． ... -. ．．． 
••• .. 
．．．． ． 
．．．．． .... " 

•’· • 

15 

,, 

除されることになる。

・税蒋署長は、利益が生じた月における当該利益の合計額をもってその

年の本件バカラ所得に係る一時所得の金額（所得税法34条2項により、総

収入金額からその収入を得るために支出した金額の合計額を控除した金額で

あり、特別控除額を控除する前の金額をいう。以下同じ。）を算定しているが、•

これは、上記(1)により計算されるべき真実の所得金額と比較して、予想が外

れたゲームに係る賭け金の額面相当額分を下回った金額9となるので、納税者

である原告に有利な金額となる。

また、~平成28年分及び平成 2 9年分については本件バ

ガラに係る取引はなく、平成30年分(12月分）の損益は赤字であったこと

から、9 これらの年分IJ),本件バカラ所得に係る一時所得の金額を 0円と算定し

た。

．イ・・シンガポールにおける本件バカラ所得の金額

ーに係る本件情報交換資料には．、原告が会員力‘ードをカジノ施設で提

• 20 ・ 示するごとに付される識別番号(SlipID)を一つの単位・として、当該単位ご

とに開始時刻(Time In)及び終了時刻 (Time Out)並びに損益(Estimated

Patron Win/(L?ss))等が記載されていた（別表2~5参照。以下、この識別

番号ごとの単位を「会員カード提示単位」という。）。ただし、会員カード提

示単位ごとの損益は、開始から終了までの一定の時間内に原告が参加した複

25 数のゲームに係る損益が合算されたものであり、個々のゲームごとの損益で

はなかった。
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原告が会員カードを提示して複数回の本件バカラを行い、その中に、予想

が的中し配当を得たゲームと予想が外れて賭け金を失ったゲームがある場合、

上記会員カード提示単位ごとの損益には、これらの結果（損益）が合算される

（＇．． 

10 

しJ‘~

ことになるから、予想が外れたゲームに係る賭け金の金額は、予想が的中し

5 たゲームに係る配当から控除されることになる。

一税務署長は、会員カード提示単位ごとの損益のうち、利益が生じた単

位における当該利益の合計金額をもってその年の本件バカラ所得に係る一時

所得の金額を算定しているが、こ・れは、上記(1)に・より計算されるべき真実の

所得金額と比較して、、予想が外れたゲームに係る賭け金の額面相当額分を下

．回った金額となるので、納税者である原告に有利な金額となる。• 9 

ウ マカオにおける本件バカラ所得の金額 ． ， ． 
―に係る本件情報交換資料には、．年ごとの損益が記載されており、ま

．．．． 
．．．． ．．． ．． 
．．，．． ． 

．．
 •' 
．．
 ．
 
．．
 ．． ．
 15 

た、原告に利益が生じた年はなかった，（別表6)。

当年中に原告が複数回の本件バカラを行い、その中に予想が的中して配当

を得たゲームと予想が外れて賭け金を失ったゲームがある場合、当該年間損

益には．、これらの結果（損益）が合算されることになるから、予想が外れたゲ

ームに係る賭け金の金額は、予想が的中したゲームに係る配当から控除され

ることとなり、、予想が的中したゲームに係る利益（配当）があっても、予想が

外れたゲームに係る損失（賭け金）が多ければ、年間損益は0円と算出される

2。 こととなる。

、一税務署長は、本件バカラ所得に係る一時所得の金額を0円と算定して

いるが、これは、上記(1)により計算されるべき真実の所得金額と同一かそれ

を下回る金額である。

2 本件各更正処分の根拠．

26.  被告が本件訴訟において主張する原告の本件各年分の所得税等の納付すべき税

額は、次のとおりである＇（なお、特段の記載がない部分は、本件各確定申告書に
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記載された金額と同額である。ただし、．国税通則法（以下「通則法」という6)'1

1 8条1項により 10 00円未満の端数を切り捨てた後のものを含む。）。

・（1)平成27年分 ： 
ア 総所得金額（次の（ア）及び（イ）の合計額） 6億4095万0675円

（ア）給与所得の金額

r 

JO 

．．． ．
 ．
 

•• 

．
 

．
 
．．． 
・
 

．．． ．．
 
.. 

9 ・g 5 5万円

．．．．． ．．．． ．． .. 

（イ）一時所得の金額（総所得金額に算入すべき一時所得の金額。以下同じ。）・

5億4140万0675円

原告の平成27年分の本件バカラ所得の金額として、本件情報交換資料

に基づき算定した、原告が平成27年中に米国又はシンガポールにおいて

得た、次の a及びbの本件バカラ所得の金額の合計額（別表7の④欄）から

一時所得の特別控除額50万円を控除した金額の 2分のiに相当する金

額を指す（別表7の⑦欄）．0.

a 米国分（別表1の1「年間損益合計」の「③円換算額」欄）

9 3億41 3 7万7184円

" • b シンガポール分（別表2の2「損益合計」の「②円換算額（利益合計）」 ．． 

欄）

20 

イ 分離先物取引に係る雑所得等の金額

ウ 所得控除の額の合計額．．

工課税総所得金額 ・

7億 41.9 2万41 6,7円

593万2420円・

1 9 2万4998円

6億39 0. 2万5000円

上記アの金額から上記ウの金額を控除した後の金額（ただし、通則法11 

8条1項により 10 0 0円未満の端数を切り捨てた後のもの。後記(2)ないし・

(4)の各工において同じ。）を指す。

.25 ・

オ 課税分離先物取引に係る雑所得等の金額

力 納付すべき税額

593万2000円

2億4973万4300円

次の(7)及び（イ）の合計額に、（ウ）の額を加算．した後の金額から、（エ）及び（オ）

,
8
 ..
 3
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．．．． 
｀
 

．，． 

15 

の各金額を控除した金額（ただし、東日本大震災からの復興のための施策を・

実施ずるために必要な財源の確保に関する特別措置法（以下「復興財源確保

法」という。） 24条2項により 10 0円未滴の端数を切り捨てた後のもの。

後記(2)ないし(4)の各オにおいて同じ。）を指す。 ＇ 

（ア）課税総所得金額に対する税額 • 2億8276万62 6 0円

上記エの金額に所得税法89条1項を適用して算出しだ金額を指す。

（イ）課税分離先物取引に係る雑所得等の金額に対する税額88万9800円

上記オの金額に租税特別措置法（以下「措置法」という。） 41条の14 

第1項の税率（10 0分の16)を乗じて算出した金額を指す。

（り）復興特別所得税の額 ， 6 9 6方6766円

上記(7)及び（イ）の合計額2億83 6 5万5050円に、復興財源確保法

1・3条を適用して算出した金額を指す。 ＇ 

（エ）源泉徴収税額

（オ）予定納税額

(2)平成28年分

ア 総所得金額（次の(7)及び（イ）の合計額）

（ア）給与所得の金額

（イ）一時所得の金額

3 6 1 6万10 7 9円

• 3 7 1万6400円

1億19 5 5万8040円

1億07.7 Q万円

1 1 8_5万8040円

20 

本件情報交換資料に基づき算定した原告の平成28年分のシンガポール

における本件バカラ所得の金額である 24・2 1万60 8 1円（別表3の2

「損益合計」の「②円換算額（利益合計）」欄）から一時所得の特別控除額5

0万9円を控除した後の金額の2分の 1に相当する金額を指す（別表 7・の⑦

欄）。

25 

イ 分離先物取引に係る雑所得等の金額

．ウ 所得控除の額の合計額

工課税総所得金額

0円

2, 0 1万738 7，円

1億17 5 4万円
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上記アの金額から上記ウの金額を控除した後の金額を指す。

オ納付すべき税額 ・ • . 4 4 1万09 o.o円

次の(T)の税額に、・（イ）の額を加算した後の金額から、（り）及び（エ）の各金額

を控除した金額を指す。

， （ア）課税総所得金額に対する税額 . . • 4 8 0 ・9万7000円

／--

＾上記エの金額に所得税法89条1項を適用し～て算出した金額を指ず。

（イ）復興特別所得税の額 1 0 1万0037円

上記（ア）の税額に、復興財源確保法13条を適用して算出した金額を指

す。

10 （り）源泉徴収税額

（エ）予定納税額
... ・ 

..' 

........ (3)平成29年分

; : :.'.. ア 総所得金額（次の（ア）及び（イ）の合計額）
•••• 
•• 
．
 
16 

（ア）給与所得の金額

（イ）一時所得の金額

本件情報交換資料に基づき算定した原告の平成29年分のシンガポール

／、における本件バカラ所得の金額である 1億34.9 3万87 6 5円（別表4

の2「損益合計」の「②円換算額（利益合計）」欄）から一時所得の特別控除．

額50万円を控除した後の金額の2分1に相当する金額を指す（別表7の

20 ⑦欄）。

イ 分離先物取引に係る雑所得等の金額

25 

4 2 1 6万5441円

2•5 3万0・60 0円

2億09 0 1万9382円

1億41_・8 0万円

6 7 2 1万9382円

0円

次の（ア）の金額から（イ）の金額を差し引い・た後の金額を指す。・

（ア）本年分の先物取引に係る雑所得等の金額 8 8 9万36 9 8円

（イ）本年分で差し引く先物取引の差金等決済に係る所得の損失の額

8 8 9万3698円

2 0 7万6167円ウ 所得控除の額の合計額

40 



，ヽ

6
 

工課税総所得金額 2億0694万30 0 0円

上記アの金額から上記ウの金額を控除した後の金額を指す。

オ納付すべき税額 31 0,98万3500円

次の(7)の税額に、（イ）の額を加算した後の金額から、（り）及び（エ）の各金額

を控除した金額である。

(7)課税総所得金額に対する税額

,-・. 

10 

8,832万8350円

• 上記エの金額に所得税法89条1項を適用して算出した金額を指す。

（イ）復興特別所得税の額 • • 1.8 5万4895円

、上記（ア）の税額に、復興財源確保法 13条を適用して算出した金額を指

す。

．
 

．
 

．
 
．．
 
．
 

．．． ．． ．．
 

．
 
．
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．． ．
 

,.‘ ．．． ．
 
.. ”
 

4億16 7 1万1937円

△ 1 ヽ万7 4 8 2 円

（金額の前の△は損失を示す）

（イ）給与所得の金額. ' 1億9580万円

（り）」時所得の金額 . 2億20 9 2万9419円

本件情報交換資料に基づき算定した原告の平成30年分のシンガポール

，。 における本件バカラ所得の金額である4億42 3 5万8839円＇（別表． 5

15 

（ウ）源泉徴収税額

＇（エ）予定納税額

(4)平成30年分

ァ 総所得金額（次の(7)ないし（り）の合計額）

(7)不動産所得の金額

5810万40_7・8円'

9,9万56 0 0円

の2 「損益合計」の「②円換算額（利益合計）」欄）から一時所得の特別控除

額50 万円を控除した後の金額の 2 分の 1 に相当する金額を指す•（別表 7"

．の⑦欄）。

イ 分離先物取引に係る雑所得等の金額 0円

26 次の（ア）の金額から（イ）の金額を差し引いた後の金額を指す。

（ア）本年分の先物取引に係る雑所得等の金額 3 4 8・4万37 8 6円
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,• 

（イ）本年分で差し引＜先物取引の差金等決済に係る所得の損失の額

3484万378 6円

ウ

工

5
.
 

・オ 納付すべき税額

所得控除の額の合計額 ' .245万46 5 1円

課税総所得金額 .• 4億14,25万7・00 0円

上記アの金額から上記ウの金額を控除した後の金額を指す。

1億01 9 3万1500円

次の（ア）の税額に、（イ）の額を加算した後の金額から、（り）及び（エ）の各金額

r~ を控除した金額を指す。

（ア）課税総所得金額に対する税額 ． 

上記エの金額に所得税法89条1項を適用して算出した金額を指す。

（イ）復興特別所得税の額 ． • 3 8 1万40 1 2円

上記（ア）の税額に、復興財源確保法13条を適用して算出した金額を指

1億81 6 1万96 5 0円

JO 

．．．． ．．
 

・・ ．
．
．
 
．．． 
．． 
．．． 
........ 

．．．．． 

••• 

16 

・す。

（り）源泉徴収税額

（エ）予定納税額

3
 

,' 

20 

平成29年分（同(3)オ）

平成30年分（同(4)オ）．

8270万5476円

7 9万6600円

本件各更正処分の適法性

被告が本件訴訟において主張する原告の本件各年分の所得税等の納付すべき税

額は、次のとおりである。これらの税額は、いずれも本件各更正処分における納

付すべき税額と同額であるから、本件各更正処分は適法である。 ' . 

平成27年分（上記2(1)力） 2億4'97 3万4300円

平成28年分（同(2)オ） 4 4 1万09 0 0円

.. 3108万3500円

1億01 9 3万15 0 0円

25 

4 本件各賦課決定処分の根拠

被告が本件訴訟において主張する原告の本件各年分の過少申告加算税の額は・、

次のとおりである。
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： 

25 

なお、原、告において、•本件各更正処分に基づき新たに納付すべき税額の計算の

基礎となった事実のうちに、本件各更正処分前における税額の計算の基礎とされ

ていなかったことにつき、通則法65条（平成27 年分については、•平成 28 年

法律第15号による改正前のもの。以下同じ。） 4項1号（上記改正前の4項）にい

う「正当な理由」があると認められるものはない。

(1)平成27年分の過少申告加算税）の額（次のア及びイの各金額の合計額）

3526万80QO円

ア通常分の過少申告加算税の額 2487万40 0,0円

原告の平成27年分の所得税等の更正処分（以下、「平成27年分更正処分」

といい、他の年分も同様に表記する。）により原告が新たに納付すべきことと

なった税額2億4874万円（ただし、通則法 11 8条3項及び復興財源確

保法24条 6項により・1万円未満の端数金額を切り捨てた後のもの。下記(2)、

(3)及び(4)アにおいて同じ。）に 10 0分の・10の割合を乗じて計算した金額

を指す（通則法65条1項及び復興財源確保法24条4項）。

．・イ 加重分の過少申告加算税の‘額 • 1 0 3 9方4000円

平成27年分更正処分により原告が新たに納付すべきこととなった税額2

億48 7・4万63 0 0円のうち、平成27年分の所得税等に係る期限内申告

税額に相当する金額408 6万54 7 9．円（通則法65条3項2号及び復興

財源確保法24条4項に基づき、予定納税額37 1万6400円（上記2(1) 

カ（オ））、源泉徴収税額36 1 6万10 7 9円（同（エ））及び納付すべき税額9

8万8000円と 50万円とのいずれか多い方の金額である40 8 6万54

7 9円を超える部分に相当する税額2億0788万円（ただし、・通則法11 

8条3項及び復興財源確保法24条6項により 1万円未満の端数金額を切り

捨てた後のもの。下記(4)イにおいて同じ。）にiO 0分の 5の割合を乗じて

計算した金額を指す（通則法65条2項及び復興財源確保法24条4項）。

(2)平成28年分の過少申告加算税の額 ． 54万4000円
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'平成2,8年分更正処分により原告が新たに納付すべきこととなった税額5,4 

4万円に 10 0分の 10の割合を乗じて算出した金額を指す（通則法65条1

項及び復興財源確保法24条4項）。

(3)平成29年分の過少申告加算税の額 , 3•0 8万8000円

5 平成29年分更正処分により原告が新たに納付すべきこととなった税額'30 

8 8万円に 10 0分の 10の御j合を乗じて算出した金額を指す（通則法65条

1項及び復興財源確保法24条4項）。

r (4)平成30年分の過少申告加算税の額（次のア及びイの各金額の合計額）．

11.0 2万85 0 0円

10 ア 通常分の過少申告加算税の額

.̀
 ̀
．．． ．
． 
．
 

．． ．
． 
・`・.... 

••• 

．．．． .~ .. 

101 5万円

平成30年分更正処分により原告が新たに納付すべきこととなった税額1

億01 5 0万円に 10 0分の 10の割合を乗じて計算した金額を指す（通則

法65条1項及び復興財源確保法24条4項）。

イ 加重分の過少申告加算税の額 ， ・ 8 7万8500円

.5 
ー

/' 

平成30年分更正処分により原告が新たに納付すべきこととなった税額1

億0150万63 0 0円のうち、平成30年分の所得税等に係る期限内申告

税額に相当する＇金額 83 9 2万7276円（通則法65条3項2号及び復興・

財源確保法24条4項に基づき、予定納税額7.9万6600円（上記2(4)オ

（エ））、．源泉徴収税額82 7 0万 54 7 6円（同（り））及び納付すべき税額42

20 万5200円と50万円．とのいずれか多い方の金額マある 83 9 2万72 7 

6円を超える部分に相当する税額1757万円に10 0分の5の割合を乗じ

て計算した金額を指す（通則法65条2項及び復興財源確保法24条4項）。

5 本件各賦課決定処分の適法性

被告が本件訴訟において主張する原告の本件各年分の過少申告加算税の額は、

・25 次のとおりである。これらの税額は、いずれも本件各賦課決定処分における過少

申告加算税の額と同額であるから、本件各賦課決定処分はいずれも適法である。
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平成27年分（上記4(1)) 

平成28年分（同(2))

平成29年分（同(3))、

平成30年分（同(4))

5
 

3 5 2 6万8000円

54万40 0 0円

3 0 8万8000円

1 1 0 2万8500円

以上

r・ 

9
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.
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嶋
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別表1'

1 平成27年分本件バカラに係る損益一覧表（米国）

こ こ ①損益 ・②為替レート ③円換算額

. (USドル） (USドル／円） （①x②) 
2月 225,3'00 1'18. 59 26,718,327 

平成27年
9月 2,518,800 . 120.23 302,835,324 

(2015年）
・10月 98,472 

｀ 

120.07 . 11, 823, 533 

年合間損計益 2,842,572 

一
341, 377, 184 
.' 

（注1) 「①損益(USドル）」欄の各月の金額は、米国からの情報交換資料（乙11)の別紙1.
の「PatrQnRating By Month」．の萩当月の「Win/Loss」欄に記載されている損益の
金額である。

（注2) 「①損益」欄の年間合計金額は、，各月の損益の金額の合計額である。

（注3) 「②為替レート（米国ドル／円）」欄は、株式会社三菱UFJ銀行の取引月におけ
るTTMレートの月中平均値である。

・（注4) 「③円換算額j欄の金額は、 1円未滴の端数を切り捨てた後の金額である。

. r・ 

2 平成30年分本件バカラに係る損益一覧表（米国）

①損益＇
(USドル）

． 
・A1,997,850 
., 

②為替レート

(USドル／円）
③円換算額
．（①x②) 

．・・ 
層．・ 

・

幽

”
 

噸.
,
、
.
．・・
•• 

・・・・ ・•••• .. •• 

•平成30年
(2018年）

、 •112.51 ▲ 224, 778, 103 

（注1) 「①損益 (US ドル）」欄の金額は、米国からの情報交換資料（乙~l) の別紙iの
「PatronRating By~ Month」の該当月の・「WinILoss」欄に記載されている損益の金
＇額である。 • 

（注2) 「②為替レート（米国ドル／円）」欄は、株式会社三菱UFJ銀行の取引月におけ
るTTMレートの当該の月の平均値である。

（注3) 「③円換算額」欄の金額は、 1円未潰の端数を切り捨てた後の金額である。

,'や

46 



本件バカラに係る損益（シンガポール・平成27年分）

1 本件バカラに係る損益（詳細）

別表2

r••` 

．
 

・

▼

 ．
．
 
・
 
• 
“• ●

疇

．．． 
●

●

,

 

.

.

 

・

暴

鴫

．．．． ．． 
嶋・

/
,
 

Table Time in Time・ Out ．①損益・ ②為替レード ③円換g[ 
（テープル） （開始日時）’ （終了＇日時） （星国ドル）． （星国ドル／円） （①X.  
MD 2015 • 3 • 23 2015 -3 ・.23 

32,760 86. 96 2,847,940 82301 18:18:66 1.9:23:00,• ，． 

皿 2016 • 3 • 23 • 2015 • 3 • 23 

｀ 

20,760 86:96 1,804,420 82301 19:23: 12 19:39・:oo 
血 '2016 -3 • 24. 2016 • 3 • 24 271,500 87.62 2~, 788,830 82301 . 0:46:43 3: 18: 00 
MD 2016 • 3 • 24 2016 • 3 • 24 

~ 5,000 87, 62 ▲438, 100 82301 8:.)2:27 9:52:00 
＇皿 2016 • 3 • 24 I 

2015 • 3" 24 '21,000 87. 62 I, 840,020 82301 1.7 : 08 : 27. 17:31:00. 
血 '2015.・ 3'• 24, 2016 • 3 • 24 ヽ 87.62 • ▲8,630,670 A 98,5QO 82301 11:31:11 18:57:00 
11D '2016 • 3 • 26 2016 • 3 • 26 '209、600 87.60 . 18, 362, 2ll0 82301 o:os:39 s:11:00 ．． 
即 2016 • 3 • 26 2015 • 3 -26 • 87, 60 、,82301 3:11:06 • • 4~42:00 
血 2016 • 3 • 26 2016 • 3 • 26 87, 60 -鴫

82301 4:42:41 4:50:00 
2016 • 3 • 26 2015 ° 3 • 26 ．． 

14,169,300 
MD 

161,750・ . 87、6082301 • 4:50:03 5:29:00. 
即 2016 • 3 • 25 2015 ・.3・ 25 4,000 87.60 360,400 8230'1 16: 13: 54 16:3a:oo ｝ 

．皿 2016 • 3 ~ 26 • 2015 ・'3 -25 ・ 4．7,66． 0 87.60, . 4,174,140 82301 16: 33':56 17:66:oo 
MD. 20~5 • 3 • 25 2016 • 3 • 26 • • 

37,900 87. 60 3,241,200 • 82301 21:06:46 21 :23:00 
血 ・.2015 • 4 • 12 2015 ~ 4 • 12 20,600 . 88, 73, 1,827, ~38 80114 0!69:06 2:oa:00 ． 即 2016 • 4 • 12 2015 • 4 • 12 • 147,000 .. 88, 73 13, 043,"310 

、 30224 22:07:50 23:25:00 
•" I ,MD 2016 • 4 ・,13 2015 • 4 • 13 A 198,000 88.00 A 17,424,000 , 81714 .,2:06!00 3:27:00 

11D 2015 • 4 • 13 2016-4 • 13 ▲600,000' 88, 00 ．▲ 44,000,000 
8l714 3:30;51 3・:52;00 
＇皿 2016 • 4 • 24 2015 • 4 • 24 A 776,000 89.18 .... 69, 114, 600 
81602 2:12:20 、4:24:00
皿 '2016-4-24 ， 2016 • 4 • 24, 

795,000 89, 18 70,8•98, . 100 I 82701 4;23: 14 6:09:00 • 
紐） 2Q16 • 4 • 24 2015.・4 • 24 

16,000 I 8~.18 I, 337, 700 
82701 6:10:06' 6:2s:oo 
MD. '2016 •'4 • 24 2016 • 4 • 24 ヽ 89.18 
82701 6:37:07 6 : 26 : 00. 

'' 
MD', 2015 • 4 • 24 2016 • 4 • 24 3 1 1, 0.00 89.18 ~7. 734,980 82701 6:38:39 8:23:00 ヽ

皿 、2015• 4・24 2016 • 4-24 • ▲68,000 89.18 ▲6,064, 2伯
82701 13:40: 11 14:04:00 
MD. • 2015 • 4 • 24 2016 -4 -24 

¥ ヽ92,000 . 89. 18 8;2p4, 560 
82701 14:04:07 '14:42:00 
, MD 2016 • 4 • 24 2016 • 4‘•' 、24

8,'600 89.18 768,030 
82701 • U:42:24 14:66:oo : ＇ ．． 

• MD 2016 • 4 • 26 2016 • 4 • 26 100,000 89, 18' 8,． 918,000 
82701. 6:53:48 s:os: 00 • • 
血 2016 -4 • 26 2015 • 4 • 25 ,2， 00, 000 89.18 17,836,000 
8Z701 s:01:04 ヽ 10:os:oo 

即・ 2016 • 4・ • 25 2016 -4 -26.. 
105,000 89, 18 9,363,900 

82701 13 :49: 56 14:29:00 
・MD 2016 • 4 • 26 2015 • ~ • 26 60,000 89.18 4,469,000 
82701 12:43:54 13:12:00' 
，即・ 2015 • 4 -26 2016 • 4 • 26 54,250 89.18 4,838,016 
82701 . 13: 12:55 • • 13:40:00 

MD, 2015 • 4 • 26 2016 -4 -26 
35,000 89.18 3,121,300 

80138 14.!49:03 1s:01:oo 
NCF 2016 • 4 • 26 ・' 2016 ~ 4 -・26 

▲1． 0,000 89,.18 ~ 891,800 
16043 22:os:43 22:28:00 -: 
MD 2016 •'4 ・ 26 2015 -4 • 27 106,500 89.26 9,416, 875 
82701 22:52:51. : 0:33:00 
、・.MD • 2015 -4 • 27 、2015• 4 • 27 J,. 13,9500 89:26 J;.. 1,204,876 •82701 1:11:28 1 :32:00 
MD 2016呵4,•'27 2016 -4 -27 

｀ 

J.. 44,000 89, 26 A 3,927,000 
82701 t:34:2-7 ., 2 : 1 8 : 0 0 
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Table Time in • Time Out ①損益 ②為替レート
③（①円換x算②額)、

（テープル） （開始日時）． ．（終了日時） （屋国ドル） （星国ドル／円）
,・ MD 2015。6• 22 2015 • 5 • 22 16,000 90. 76 • 1,361,400 
82701 8:08:38 ヽ 10:11:00 
叩 2015 • 6 -22 2015 • 6 • 22 

▲ 4,260 90. 76 • • 385, 1io 82701 10:11:12 10:49:00 
. NCF 2015 -5 -22 • • 2015 • 5 • 22 Ji.. 5,000 96. 7ii A 453,800 13845 11 :05:04 U:16:00 ． ヽ

品1 2<115 • 5 • 22 2015 -5 • 22 
•. 214,950 90. 76 A 19,.508, 862 ll : 23: 17 ・13:11:00 

皿 • 2015 • 6 • 22 , 2015 • 5 •22 
5糾，000 90. 76 47,668,240 

82701 13: 12:39 16:10:00 
＇ ・皿 2016 • 6-22 2015 • 6 • 22 213,000 90, 16 • 19, 331, 880 

82701 16: 11:03 18:26:00 
．血・ 2015 -6-22 2015 • 5 • 22 

4,760 90, 76 431,110 82701 22:oa:22 .22:45:00 
)dD 2016 • 5 • 23 2016 -5・-23. 

A 40,700 9， 0. 76 J.. 3, 6~3, 982' 82701 12:07 :49 13:50:00 
MD 2016 -6・23 2015 -6 -23 

... 530,090 90. 76 ▲低102,80082701 13:56:21 , 17:35:00 
MD, 2015 • 6 • 23 2016 • 6 • 23 

/J.. 100,000 90. 76 it. 9,076, 00~ 82701 . 17:41 :55 19:00:00 ．． 

MD 、2015• 5 • 23 2015 -5 • 24 ↓ 

A 676,000 90. 76 A 52, 187, 000 
82701 23:01:61 0:29:00 
即 2015 -5 -24 2016呵 5• 24 

800,000 . 90. 76 72,608,000 82701 o:so:01 1:31:00 
即・ 2016 • 6 • 24 2016 • 6 • 24 

,. 
9Q, 76 82701 1:≪:13 1:45:00 

MD 2015 • 5 • 24 2016 • 5 • 24 • ▲ 23,100 '90. 76 • • Ji. :2, 096, 556 82701 l :58:52 2: 19:00 
血 2016 • 5 • 24 2016 • 6 • 24 

J.. 10． ; 000 90. 76 ▲ 907,600 82701 2:19:24 .s:・woo 
11D 2015.・6"・24・ • 20+5 • 6 • 23 90. 76. 82701' 3:49:47 4:09:oe 
証） 2015 • 5 • 24 • 2015 -5 -24 

92,000 90, 76 $, 349,920 
82701 8:24:03 6: 16!00 .. 
MD 2016"• 6 • 24 • 2016 • 6: 24 37,700 90.. . 76. 3,421,662 
82701 17:08:07 1a:s4:oo 
MD' 2015 • 6 -24 2015 • 5 • 25 

26, ~00 ,90.88 2,281,088 
I 82701 23:21 :06. o:-1a:oo ．． 

血 • 2016 • 5 ~ 25 2016 • 6 • 25 19ヽ,000 90.88・ 1,726, 72.o 82701 0:35:31 1 : 19:00 
MD 2016 • 5 • 25 2016 • 5 • 25 J. 475,400. 90,. 88 A 43, 204, 352 
82701 • • 1:19:47 ,.3:03: 00 
．血 , 2016 -5 • 25 201.5 -5 -25 

200; 000 90, 88 . 18,176,000 
82701 5:34:55 6103!00 ''  

叩 2016 • 8 • 4 2016 • 8 • 4' _. 610,000 89,86 64,814,600 
82501 . 18:45:25 20:2s:oo 
MD 2016 • 8 • 4 2016 • 8.・ 4.. • lio,ooo 89. 86 A 9,884,600 
82501 20:28:43. 20~41:00 
MD • 2016。8・4 2016 • 8 • 6 .. 

89.97 . 29, 384, 202 826・01 . 21:49:35 o:oa:oo 326,600 

血 2015•• 8• 5 2015. •8 • 5 
A 69,600 89,97 • .A 6,261,912 

82501 . •1 : 56 : 15 2:01:00 
血 切15• 8 • 5 . 20l5 ・a・ s A 460,000 89. 97 •• 40, 486, 609 
82601 2:01 :os. ・2:16:00. 

MD 2015 -8 -6 2015 -8-5 
▲ 106,000 ‘ 89.97 J;. ． 9, p36, 820 

82501 16:36:00 .17:44:oo • 
’ MD.. 201.6 •8·6 2016 • 8 • 6 

ー・ 89, 97 
82601 17:44;14 18:954: 00 

血 2015 • 8 • 5 2015 • 8 • 6 100,000 89. 97 8,997,000 
82601 18:64:2~ ,. • 19:51:00 
即 2015 • 8 • 6 I • 2015 • 8 • 6 

．143,96． 0 
．． 
, 90. 25 •1~. 992,390 

82501 0:23:51 •• 2:25:00 
MD 2015 • 8 ~ 6 2016 • 8 • 6 71,000 90. 25 '6,407, 760 
82601 2:26:13. a:12:00 ．． 
. MD 2015 • 9・17 2015 • 9疇 17.

A'128, 00 
゜ . " 

86.19 ▲ 11,032,320 
81903 4:33:40 5 : 18:00 
血' 2015．・ 9 • 17 2015-9;'17.. 

499,000 86. 19 43,008,810 
81903 . s: 19:02 s:1'6:oo 
MD, 2015 -9 • 18 • 2016 • ~ • 18、

18,400 86. 67 1,676,328 
81903 5:39:17 0:02:00 
MD 2016 • 9 • 18 2015 。9・・ 18 

34,000 86, 67 2,912,780 • 
81903 6: 02:51' 1:00:00 • '.  

皿 2015 • 10 -27 2015 _, 10 -27. 
86. 83 -83102 2:04:24 3:1s:oo 

2016 • 10 • 27 、 2016 • 10 • 27 i .. •MD 
一

86. 83 
83102 • 3: 1s:42 4:0.4. :00 

｀ 
• 9 

48 



r ‘•• 

．
 

”

`

 

．
．
 
．．
 

．
 

＂
．
 

.、

... 

．．．． 
．．． .... .. 
... ． 

Table Time,in Time Out ①損益 関替レート ③（①円換x②算)額
・（テープル） （開始日時） （終了日時） （星国ドル） 国ドル／円）
MD. 2015 -10 • 27 2016 ・,10 • 27 '6~, 000 86. 83 6, 1~2. 970 • 83102 4:04:42 • ・ 4: 16:00 
UD 2015 • 10 • 27 2016 • 10 • 27 41,000 86. 83 3,660,030 83102 4:16:51 6: 12:00 
’即 2016 • 10 • 27 • 2015 • 10 • 27 .13, 960 . 86, 83 I, 211,278 83102 11:32:47 I8: 16:00 
即 2016 • 10 • 27 2015 • 10 • 28 33,235 86.06 2,860,204 
83102 22:37:06. o:as:oo 
皿 2015 • 10 • 28 2015 -10 • 28 • A 44-, 986 • 86. 06 A 3,871,409 
83102 0 : 38 : 28. 2:l7:00 

，． 
血 20lfi -10 • 28 2015 • 10 • 28. 100,000 86, 06 • • 8,606,000 
83102 2:22:00 s:oo:oo 
MD 2016'・ 10 • 28 2016 • 10 • 29 29,500 86.09 2,639,666 
83102 22:36: 12 , o:oa:oo 
紅） 2015 • 10 • 29 2016 • 10 • 29 36, 150. 86, 09 • 3,077,717 83102 0:03!18 1:20:00 
即 2016 -10 • 29 2016 • 10 • 29 28,260 86.09 2,432,042 • 83102 1:21:11 2:21:00 
皿 2016 • 10, • 29 2015 • 10 • 29 29,900 . 86. 09 2,＇ 574,091 83102 • 2:27:44 3:28:00 .. 
即 2015・10• 29 2016"• 10 • 29 A 23,000 86.09 J.. i, 980, 070 
83102 3:28:26 3:se:00 • 
皿 2016 -10 -29 ・)!Ol6で10• 29 

11,600 86.09 ． 998,644 83102 12:35: 11 13:17:00 ， 

皿， '2015・12'・ 1 、 2016• 12 • l 
A 161,000 '87. 28 A 14, 052, 080 

83603 6:39:49 8:03:00 
, MD 2016 • 12 • 1 '. 2016 • 12 • I ▲ 74!, 260 87, 28 ▲ 64,696,300 
83503 a:03: l 7 9:31:00 •' 
即 2015 • 12, • 1 2015 ~ 12 • 1 ，． .A I, 000, 000. 87.28 • ▲町，邸O,000 83503 • 9:3~:23 10:01:00 ， 

血 2016 • 12 • 1 2015 • 12 • 1 
• no,ooo 87,28 .,. lit, 968, 800 

83603 l5:’l6:'41 15:49:00 ＇ 
血 2016 • 12 • I 2016 • 12 • 1 I 

87,28 ...174,660 ▲ 2,000 
83602 15:22:01 1s:2s:oo. ． 

2016 • 12 • 1 2015'• 12, 1 
34,912,000 MD 400,000 87.28 • 83601 16!03:02 16: 1s:oo・ 

MD 2016 • 12 • l 2016 • 12 • 1 ▲ 710,000 87. 28 9 ▲ 61, 9~8. 800 ． 83603 16:06!43 11:00:0． 0 

MD, 2016 • 12 • I 2015 • 12 • 1 
▲ 400,000. 87.28 .l 3;i, 912, 000 

83601 16:49:46 • 16:52:00 
皿 2015 • 12 • 1 • 2016 • 12 • 1・ ^ ・1,000 87.28 :.. 87; 280 
83603 11:00:42 11:02:00 
. MD. 2016 • 12・1 , • 2016 • 12 • 1 

9,900 87, 28 • 864,072 83503 22:39:59 2a:20:oo ＇ 
11D 2016 • 12 -l 2015 • 12.・ I 

A 2,350 87. 28 A 205,.108 83601 2a :29:30 23:48:00 
血， 2016 • 12 • 1 2015 • 12 • i 5,200 87.28 45.3,856 
83603 23 : 33 : l l 23:47:00 
．． 
MD 2016 • 12 • 2 2016 • 12 • 2 A 87,500 

｀ 
87."38 ▲ 7,645,750 

83503 15:30:30 16:39:00 
MD 2015 • 12 -2. 2015 -.12 • 2 .,. 76,000 87. 38 6,553,600 
83601 17: 10:16 1s:24:oo. 

'.'  MD 以）15• 12 • 2 2016 • 12 • 2 ""'io,ooo 87. 38 ▲ 6,116,600 、83603 18:14:33 19:44:00 

MD 2016·• 12 • 2. 2016 • 12 • 2 
▲ 600,000 87, 38 ▲ 62,428,000 

83501 19:47: 16 '20:37:00 
MD 2016 • 12 • 3 ~016 -12 -3 

A 200,QOO 87. 29 A 17,． 458,000 
83503 ， 0:03:20 1:41!00 
MD ・ 2015-12 -3 2016 • 12 • 3 

A ． ． 100,000 87. 29 ▲ 8,•?29, ooo 
83601 1 :44:37 2:03:00 

MD 2015 • 12 • 3. 20J5 • 12 • 3 A lOP,000 87,29 ..... 8,,729, 000 
83603 • 1 .:50. :09 2:10:00 
MD 2015 • 12-3 2015 • 12-3 • • 

250,000 87. 29 21,822,500 
83501 • 2:20:10 3:22:00 ＇ 
MD 2015 • 12 • 3 21>15 • 12 • 3 87. 29 
83601 3:22:31' 4:0． 2:00 

.' MD ,. 2015 • 12 • 3 2016 • 12 • 3 76,000 87, 29 ＇ ．6,邸6,750
83601 • 4:02:32. 4:32:00 
. MD 2016 • 12 • 3 2016 • 12.-3 

A 26,000 87. 29 A 2,182,250 
83503. 4:22:19 4:38:00 ．， 

•一MD 2016 • 12 • 3 • 2016 • 12 • 3. .4 500,000 87. 29 .4 43, 645, 000 
83501 4:41 :31, 4:51:00 

MD 2015 -12 -3 2015 • 12 • 3 
J;.. 500,000 87.29 ▲ 43足5,000

83601 • 4:58:45 5:23:00 
MD 2015 • 12 • 30 2016 • 12 • 30 

’▲ 24,600 85. 39 ▲ヽ 2,092,066 
81603 1:01:04 2:55:00 .. 
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Table Time in Time Out ①損益 ②為替レート '③円換算額
（テープル） （開始日時） （終了日時） （星国ドル）． ． ・（暴国ドル／円） （①x②) 
皿 • 2016 • 12 • 30 2016 • ・12 • 30 
81504 2:59:46 a:20:00 

A 220,000 85. 39 ,. 18, 786, 800 

MD 201s -12 -~o '2015 • 12 • 30 
81503, 3:02:30 3:50:00 ▲ 55,509 85. 39 ▲ 4,739,146 

''  

• • MD • 2016 • 12 • 31 2015・9i2-31 
170,000 81504 0:29:07 , l!OO!OO 86, 39 14,-516, 300 

証） 12016'12 • 31 2016 • 12 • 31 
81603 1:oi:14 1:31:00 

, 14,000 85.39 1,1ヽ 96•,460 

MD 2015 • i2 • 31 • 2015 • 12 • 31 
81504. l : 19:30 2: 11 :00 

J36, 000 85. 39 . tr, 527,650 

MD 2016 • 12 • 3t・ 2016 • 12 • 31 
81604 2:11:23 2:49: •00, J,,. l&,.ooo 86. 39 A f, 280,860 

皿 20!訟6• 0212 :2-9 .31 • 2016 -品31 
81604 12:1' "-20,000 85.39 A I, 707． ,800 ．．，  

MD 2015・12• 31. 2016 • 12 • 31 
81603 12:06:57 12:26:00 ▲ 66,000 85. 39 • J,,. 4,696,460 

皿 • 2015 • 12 • 31 • 2015 ~ 12 • 31 
81504’ 12:20:35 13:04:00' 

128,000 -86. 39 . 10, 929, 920 

即． 20°}5 C 12 -31 2016 • 12.; 31 ~ 31,000 
81603 13:14:38 13:19:00 86. 39 A 2,647,090 

皿 2016 • 912 ~5· 2' 3 1・9 201 5・ • 1 2 • 3 1. 
81604 13:I 、 14:13:00 

Ji. 120,000 , 85. 39 A 10,246,800 

皿 2016 • 12 • 31 2016 • 12 • 31 
81503 14:13:43 14:32:00 

140,000 86, 39 11,964,600 

、MD 2015 • 12 • 31 • • 2016 • 12 • 31. 
81504 14:33: 16 15:00:00 

,i. 236,000 85.39 ＇，▲ 20,066,660 

MD 2015 • 12 • 31 2015・12• 31 • ▲祁0,000 
81504 .1a:oo:os 16:32:00 

86,39 A 69, ?73, 000 

..
 
．
 

＂ 
.

u

 

• 
．．
 ●鴫
．．
 
..ヽ 、.... “ ••••• ..... .. ... 

（注1) 「Tabl9（テープル）」欄の各コード及び識別番号は、シンガポールからの情瀕交換資料（乙11)の別紙2-.a.の
データの•「Table」欄に記載ざれているコード及び識別番号であり、 「MD」は、パカラを指すコードである。

＇（注 2)- 「打111e,in（開始日時）」、 「Timeout（終了日時）」欄の日時は、シンガポールからの情報交換資料（乙11)の別紙
2-3Q)デ,,...タの「Timein」、 「Ti11eout」欄に記載されている日時であり、会員カード提示毎の開始日時及び
終T日時である。 ＇ ． 

（注的 「①損益」欄の金額は、シンガポールからの情報交換資料（乙11)の別紙2-3のデータの該当'「Estimated
P…tron 胃in/(Loss)'」欄に記載されている損益の金額である．

（注4) '「②為替レート（星国ドル／円）．J欄は、株式会社三菱UFJ銀行の取引日（当該日に為替相湯がない楊合には
同日前の最も近い日）＇における TTMレートの当該の月の平均値である．

（注5) .「③円換算額」欄の金額は、 1 円未滴の端数を切り捨てた後の金額である’•

2 本件バカラに係る損益（合計）
',. 

9-

＇ 

①星国ドルベ......ス

利益合計 1 損失合計

②円換算額 ．． 

利益合計 1 ．損失合計

損益合計 ,8,362, 646l ▲ 12, 008, 085|. i41., 924, 167I ▲ 1,056,324, 516 

．（注l) 「星国ドルベース」の「利益合計」又は「損失合計」欄の各金額は、上記表l(1本件バカラに係る損益（詳
韻））の「①損益（屋国ドル）」欄の利益の額征の値）又は損失の額（負（▲）の値）の各金額をそれ．ぞれ合計した金
額である。 ． 

（注~). 「円換算額」の「利益合計」又は「損失合計」欄の谷金額は、上記表1(2本件バカラに係る損益（詳細））の
・ 「③」欄の利益の額（正の値）又は損失の額（負（▲）の位）の各金額をそれぞれ合計した金額である．
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本件バカラに係る損益（シンガポール・平成28年分）

1 本件バカラに係る損益（詳細）

別表3
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．．．＇ 

疇
'
•

••••••• •“ 

.

.

.
 

．．． 

Table Time in Time Out., ①損益 ②為替レート
＇③（①円換x②算額) （テプル）． ＇（開始日時） （終了日時） （星国ドル） （星国ドル／円）

＇訊） 2016 -4..-14 2016 • 4 • 14 A 2,000 80, 41 A 160,820 81714 0:43:30 1:ss:00 
； 

MD 2016 • 4 • 16 2016 • 4 • 16 143,600 80.47 11,547, 445 
81714 . 1:06:18 •. 2:06:00 
MD 2016 • 4 ・)6 2016 -,4 -14 

▲ 113,000 80. •41 .A 9,086,330 
81714 a:02:47 sr22:oo 
NCF • 2016し 4• 15 2016 • 4 -16 6,000 80.47 482,820 31822 11:57:52. 18: 08: 00, 
MD’ .• 2016 • 4 • 15 2016 -4 -1,6 .A 10,000 80. 47 ▲804,700 81714' 20:20:19. 20:45:00 
皿 ・2016 • 4 • 16 2016 • 4 • 15 .. 16,000 80,47 1,207,060 ．． 
81716 ・ 20:41:os 20:55:00 
血 2016 -4 -15 2016 ・.4 • 16 80.47 
81714 . 20:62!31 20:57:00 
MDF 2016 • 1・2 • 17 2016 -12 ・-17 

81. 98 .0・ 

. 83301 • 3:13:10 4: 1a:oo. 
MDF . 2016 • 12 -17 2016 T 12 " 17 

A 20,000 81, 98' A 1,639,600 
'83301 4:.13:06 • 6: 12:00 
皿F ・ 2016 • 12 • 17 20・16 • 12 -17 28,000 81, 98 2,296,440 
83301 6: 12:66' 6:21:00 
MDF 2016 • 12 • 17 • 2016 • 12 • 17 A 38,250 81. 98 A 3,.136. ,736 • 83301 6:21:16' 7:43:00 
糾）F 2016 • 12 • 17 2016 C 12 • ]7_ 

43,000 . 81.998 • 3,626,140 
, 83301 7:43:48 9:22:00 

MDF 2016 • 12 • 17 2016 • 12 • 17 ▲ 27,000 81, 98 ▲ 2,2l3,460 
. 83301 9:22:21 • 10:46:00 ，． 

即F 2016 • 12.・ 17 2016 • 12.・ 17 12,300 81. 98 1,008,354 
83302 10:47:03 12: oa:oo, . MDF, 2016 • 12 • 18.. 2016 • 12 • 18 6,000 81, 98 • 4， 09,900 , 83302 20: 16:48 20:42100 
皿F . 2016 • 12 • 18 2016 • 12 • 18 18,900 . 81. 98 l, 64!),'422 

• 83302 ,, 20:44:06 21:57:00 
MDF 2016 • 12 • 18 . 2016 • 12.-lfl ....2,00Q 81. 98, "'・ 163,960 83301 21 :57:40 22:03:00 
血F 2Pl6 -12 • 18 2016 • 12 • 18 10,000 81. 98 819,800 
83301 22:oa:os,. 22: 10:00 
MDF • 2016 • 12 • 18 2016 • 12 • 18 

―' '81、98 ,. 83301 22:10:40 22: 12:00. 
MDF 2016 -12 -31 2016 • 12 • 31 • .A 44,000 80. 63 ▲ 3,647, 720 
83102 19:32:33 20:woo 9 9 

-ldDF 2016 • 12 ~ 31 . 2016 • 12 • 31 10,000 ' 80. 63 ．． 806, ~00 
83101 20: 14 :06 21:09:00 
• IIDF 2016 • 12 • 31 • 2016 -12 -31 7,000 80. 63 664,410 
83102 22:40:39 23:23:00 

（注1) 「Table（テープル）」欄の各コード及び識別番号は、シンガポールからの情報交換資料（乙11)の別紙2-3.'.'
のデータの「Tabfe」欄に記載されているコード及び識別番号であり、 「MD」は、バカラを指すコードであ 、
ズ、

＇（注 2) 「Timein（開始日時）」、 「Timeout ™-7 日時）」欄の日時は、シンガポールからの情報交換資料（乙11) の·
別紙2-:-3のデータの「Timein」、 「TimeoutJ欄に記載されている日時であり、会員カード提示毎の1!11始
日時及び終了日時である．

．．（注3) 「①損益J襴の金額は、シンガポールからの情親交換資料（乙11)の別紙2-3のデータの荻当「Estimated
Patron 胃in/(Loss)」欄に記載されている損益の金額である。 ． ’ • 

（注4) 「②為椿レート（星国ドル／円）」欄は、株式会社三菱UFJ銀行の取引日・（当荻日に為替相湯がない場合
・ には同日前の最も近い日）におけるT.TMレートである。

（注5) 「③円換算額」欄の金額は、 1円未溝の端数を切り捨てた後の金額である。

2
 
本件バカラに係る損益（合計）

損益合計 1 口？『うに25o| 24,216,081.I ▲ 20,752,325 

（注91) 「星国贔ルベース」の「利益合計」又は「損失合計」欄の各金額は、上記表1(1本件バカラに係る損益（詳
• 細））の「 損益（星国ドル）」欄の利益の額（正の値）又は損失の額（負（▲)．の値）の各金額をそれぞれ合計した・
金額である。 ． 

（注2) 「円換算額」の「利益合計j又は「損失合計」欄の各金額は、上記表1(2本件バカラに係る損益（詳細））の
「③」欄の利益の額（正の値）又は損失の額（負（▲）の値）の各金額をそれぞれ合計した金額である。． ・
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本件バカラに係る損益（シンガポール・平成29年分）
1,本件バカラに係る損益（詳細） ， 

別表4
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'Table （開Ti始me日i時n） 
Time Out ①損益 ・②為替レート ， 

③（①円換x算②額) 
＇（テープル） （終了日時） ． （星国ドル） （晶国ドル／円）

皿E 2017 • 1・1 2017 • 1 ~ 1 8， 0鳴63
83102 2:31:26 2:43:00 10,000 806,300 

MDF 2017 • 1 • 1 2017 • l・l.
83101 2:43:20 3:40:00 26,000 8().ヽ63 2,096,380 .. 
MDF • 2Q17 • 1 : 1 2017 • 1・1
83102 3:08:28 3:09:00. 

．．． 80, 63 

・血F 2011 • 1 • 1, 2017 -l -l 80． . 63. 
83102 , 3:39: 00 4:10:00 . -
MDF 2017 • 1 • 1 2017 • l・1

．． 

83101 4;26:56 4:30:00 
80, 63 

MDF 2017 • 1・1, 2017 • 1 • l 
83102 • s:os:49 4:30:00 A Q6, 000 80. 63 ▲ 6,934,180 

血F・. 2017 • 1・1 2017.•1 -1. 
A 1~0,.000 83101 6:10:05 4:4a:oo 

80, 63 ▲ 9,675,600 

8MD31F0.2 ', 2017 • 1 • 2 2017.・ l-2 
.. 

• 20:39:55 l 21:5・ 3:00 
．． 80,000 80, 63 6,450,400 

MDF 2017,-1 -2 • 2017 • 1 -2 
83102 21:53:0ヽ1 23:01:00 • 10, oat> 80. 63 806,300 

MDF 2011-1,2 2017 • 1 • 3 
83102 23;07: 16. o: 16!00 

10,000 80. 63 , 80!!．, 300 ． 

MDF •2017 • 1 • 3 2017 -1-3 
83102 0:16:14 1:11:00 

10, OOQ 80. 63 . 806,300 

紅F 2017 • 1四 3・ 2017 -1 • 3, -• A ’̂ 4, 031, 500 
83102 1:17:36 2:18:00 

▲ 60,000 80. 63 

MDF 2017 • I・ 3 2011~1·-3· 
83102 2:18:34 • 2:40:00 

▲ Go, o・oo • -8̀ 0.63 A 4,837,800 

即F 20F • 1 • 3 2017ど1• 3 
83102 20:51:13 '21:11:00 20,000 80ヽ.63 1,612,600 

＇ MDF. •. 2017 • 1 • 3・ 2017・1• 3. 
, 83101 21 :20:22 21:25:00 

10,000 80.63 806,300 

皿F ・ 2017 • 1 • 3 2017 • 1 • 3 
• 83102 21:25':33 ' 22:u:oo ~ 50,000. 80. 63 A 4, 031, 500 ，． 
・血F 2017-1-3 2017 • 1 • 3 
83101 22:13:37, •. 22:51:00 •. 3_01 oo,o 80. 63 . 2, 4i!), 900 

MDF 、, 2017 • 1 ・-3 •. ・2017• 1 • 3 
•. 

83102 • • 22:52:11 . 22:54:00 ・▲ 10,00＇ 0 80. 63 ,.... 806,300 

1dDF 2017 • 1 • 4 2017・1・4 
．， I• 

, 83102 19:39:35 20: 26:0() 140,000 81. 37 11,391,800 

皿F • 2017 • 1 • 4 . 2017 • 1 • 4, • 
83101 2p:2s:33 20: 35: 00 81. 37 

一
MDF .. 2017 • 1 • 4 20F • 1 • 4 
8 3 1.02. 20:36:38, . 21 :1a:oo 180,000 81. 37 14,646,600 

l,IDF. 2017 • 1 • 4, "2017 • 1 -4 
831り2 22:44:07 22:58:00 ▲ 20,000 81.37 A 1,627,~叩

llDF 2017 • 1 • 29 2017 • l ・29 .'  

82901 16:36: 04 , 11:05: 00 6,000 • • ao. 42 482,520 

血F 2017 q -29 2017 • 1 • 29 
.、30,000

82901 17 : 08:37 .• .1a:22:oo 
80. 42 2, 41 2,‘600' 

11DF . 2017-1-29 、2017• 1 • 29 
．． 

82901 18 :•25: 13 20:42:00 
11,600 80.42 ．884,62． 0 

l!DF 2017 • 1 • 29: 2017・1・29 
82901 20:45:06 . 21:34:00 

11,000 80.42 884,620 

. IIDF 2017 • 1'・ 29•. 2017 • 1 • 29. A 18,000 82901, 23:05:16, 23:51:00 
80, 42 A.1,447, 66/) 

82皿90F1 
2017 • 1 • 29 2p11-1-30.. 
・23:54:52 • • 1:21:00 • ・70, 000 80. 47 . 5,632,900 

IIDF 2017・1・30 2017 -l • 30 
Ji. 804,700 

82901 1 : 21 : 46 2:46:00 
A 10,000 80. 47 

IIDF i017・ 1 • 30 2017 • 1疇 30
80. 47 

8290! 19:21:25 20:00:00 
11、000 886,170 

皿F • 2017 -1 -31 2017 • 1 • 31 
82901 0:17:6.39 . 0:49:00 8_0.11 .: 

IO)F 2017 • i ・,31 2q11 • 1 • 31 
82901 0: 60: 03 0:51:00 

80; 11 

IIDF • 2017・1・31 2017 • l ~ 31 
82901 0: 51 : 33 1:os:00 • 80.11 -
IIDF 2017 • 1 • 31 2017・ • 1 -31 
82901. 1: 01:06 1:oa:00 

ー＇ 80. l~ 
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Table Time in Time Out ①損益 胡替レート ③（①円換X算@)額
（テープル） （開始日時） （終了日時） （星国ドル） 国ドル／円）

MDF 2017 • l • 31・ • 2017 • I • 31 ▲ 230,000 80.11 A 18,426, 300 82901 1:08:44 1:53:00 
即P 2017 -,1 • 31 2017 • 1 • 31 80,000 80.11 61408, BOO 82902 1!46:09 3:36:00 
MDF 2017 • 1'・ 31 2017 • 1 • 31 ．、

80.11 '-
82901 3:36:08 '4:09:00 
血F 2017 • l • 31 • 2017., • 31 

166, 0.OO 80.11 12,417,050 82901 4;09:19 5:08: 00 '. 

MDF 2017 • 1 • 31 2017・ l • 31 1 4: 12, 000 80.11 ▲961,320 
82901 .5:-32:22 6:56:00 
NCF 2017 -l -31 2017 • I • 31 80.11 ... 
20239 11:05: 11 17..:01:00 

2017 • 1 • 31. 2017 -l "31 .. NCF 
10,000 80.11 801,100 20239 11.:12:02 18:00:00 

皿F 2017 -l -31 2017 • l -31 3,500 so. n. 280,386 
82901 20:21:14, 20:55:00 
. MllF 2017 • 7 • 18 2017 • 7 -18 9 、

、26,'000 . • 82. 09 2,062,260 
83102 16:58: 16 17:56:00. 
即F 2017 • 7 • 19 2017 -7 -19,' 21,500 81. 98 I, 762,570 83102 o:os:4-1 • •. 2: 16:oo 
NCE 2011-7 • 19 2017 • 7 • 19 81. 9.8 "・’ 
15136 2:29: 12 . 2:30:00 
NCE 2017 • 7 • 19' 2017.-7.:19 

A 300,000 81. 98 . A 24,594, 000 16136 2:41 :61 3:52:00 
9 9 

/― ldDF 2017 • 7 ・-19 ・, 2017 -7 • 19 860,000 81, 98 2・s, 693, ooo 
83101 4:29:12 5:50:00 
即F 2017 • 7 • 19 2Ql7 • 7 • 19 • 81. 98 '' 83101 5:50:6,1 6: 61 :oo ヽ

MDF 2017へ7• 19, 2017 • 7 • 19 A 236,000 '' 81. 98 ... 19,266, 300 
83101 5 :、51: 50 6: 15!00 .' 

MDP: 2017-7-19 2017 -7 •'19 360,000 81. 98 28,693,000 83102' 6: 14: 68 . • 6 :37: 00 

（注1) 「J'able（テープル）」欄の各コード及び戴別番号は、シンガポールからの情報交換資料（乙11)の別紙2'-3

... 

• のデ..:..タの「Table]欄に記載されているコード及び戴別番号であり、 「MD」は、パカ7を指すコ.,..ドであ
る。

． ． （注2) 「Timein（開始日時）」、 「Ti111eout（終了日時）」欄の日時は、シンガポールからの情報交換資料（乙11)の
・・ ・・ 別紙2-3のデータの「Timein」、 「Timeout」欄に記載されている日時であり、会員カード提示毎の開始
・・・・ ・ 日時及び終了日時である。'.... ` ．・ （注3) 「①損益J欄の金額は、シンガポールからの情報交換資料（乙1l)の別紙2-3のデークの該当「Estimated

Patron lfin/ (Loss)」欄に記載されている損益の金額である．
（注4) 「②為替レート・＇（屋国ドル／円）」欄は、株式会社三菱 UFJ銀行の取引日（当該日に為替相場がない場合
には同日前の最も近い日）におけるTTMレートである。 ，ヽ

（注6) 「③円換算額」欄の金額は、 1円未満の端数を切り捨てた後の金額である。

... 
2 本件バカラに係る損益（合計）

①星国ドルベース ②円換算額 ‘ 

利益合計． I 損失合計 利益合計 1 損失合計

1,660,0001 ▲ 1,201, 000 134,938, 7651... 97,442,460 

（注1) 「星国ドルペースJの「利益合計」又は「損失合計J欄の各金額は、上記表1(1本件バカラに係る損益（詳
細））の「①損益（星国ドル）」欄の利益の額（正の値）又は損失の額（負（▲）の値）の各金額をそれぞれ合計した

・・ 金額である。

（注2) 「円換算額」の「利益合計J又は「損失合計」欄の各金額は、上記表1(2本件バカラに係る損益（詳紺））の
「③」欄の利益の額（正の値）又は損失の額（負（▲)の値）の各金額をそれぞれ合計した金額てある．
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本件バカラに係る損益（シンガポール・平成30年分）

. 1 本件バカラに係る損益（詳細）＇

別表5
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Table Time in Time Out ・①損益 ②為替レート ③円換算額
iテーブル） （開始日時） （終了日時） （星国ドル）． （星国ドル／円） （①x②) 
血F 2018 • 2 • 10 2018 • 2,• 11 
82901 23:17:29 1:is:00・ 262,850 81, 77 20,675,544 

MDF 2018 • 2 • ll 2018 • 2 ̀  ll・ 
• 82902 0 : 1 1 : 53' oi18:00 

．・ '81. 77 

IIDF ・2018 • 2 • 11 2018 • 2 • II 
. 82902 1:15:52. 2:2s:oo . Jt,,. 1,000 81. 77 A 572,_390 ・ 

MDF 2018 • 2 • 11 • 2018・・2 • 11 
82901 . 2:27:35 2:25:00 - 81, 77 ，．疇

即F 2018 • 2 • ll 2018 • 2 • 11 
82901 20:03:40 21:ll:00 

420,000 81.” 糾,343,400 

.8塁 2018 • 2 • 11 2018 -2.-ll 
2l:11:23 22:13:00 146,000 81, 77 ll,866, 650 

,'MDF 2018 • 2 • 12 2018 • 2 • 12 
82902 0:41:53 • 1:49.:00 286, QOO 81. 77 23,304,460 

皿F 2018 • 2 -12 '2018 • 2 • 12 i‘ 

82901 0:,44:54 0:45:00. ， 81.17 
一

即F 2018 -2 • 12 2018 • 2・12
．． 

82901 18:45136 , 19 : 1 5 : 0 0, 
A 200,000 81, 77 A 16, 364, 000 

• MDF 2018 -2 -12 2018 •,2 ・ 12
82902 19:17:20 19:35:00 

210,000 81. 77 , 17, I 71,700 

即F ~018 疇が 12 . 2018 :;2 • 12 .• 
82901. 19:32:59 20:22:00 

276,000 a1.n 22, 668,'520 

皿F 201s・-2 -12 2018 • 2 • 12 ...1,34,0, 000 
， 

82901 : 22:20:18 23:37:00 8ヽ1, 77 Ji. 109,571,800 

IIDF. • 2018 • 2 • 12 20,18 • 2 • 13 
82902' 23:38:38' 0:55:00 

1,900,000 82.,•07 J65,, 933, 000 .. 
MDF 2018 -2 -l:t 2018 • 2 ・・13 
82902 1:05:33 l :01:00 

82.07 -
• MDF 2018 • 2 • 13 2018 -2 -13 
82902 2:52:38 2:ss:00 

.& 200,000 •、 82, 07 A 16,414,000 

MDF 2018 • 2・13 ,2018 • 2 • 13 
82902 3:00:24 3:11:00 

400,000 82. 07 ヽ 32,828,000 

IIDJI 2018 • 2 • 13 2018 • 2 • 13 
82902 • 3:17:-49 . 3:20:00. 'A 100,000 82, 07 4 8,207,000 

. IIDF 2018 • 2・・ 13 2018 • 2・13
82901 l3l48l20 13:55:00 .l•OO.OOO 82,07 8,207,000 

匹・ 2018 • 4・19 '2018 • 4 • l9 
．． 

B2902 0:37:39 . 2:01:00 • 
41,000 ,82,05 3,364,050 

直IF•. 2018 • -i ,•19 , • 2018・i・"l9 
82. 05 82902 21:29:57 22:,41:ou J,.. 297,000 ▲ 24,368,850 

11DF 2018ら4• 19 2018 • 4・19
82902 . 22:42:40'. 2s:u:oo • • 300,000 82.05 24,， 616,OOO 

,8IID29F 02 
2018: 4 • 20 2018 • 4 • 20. 22,000 
17:44:48 19:25:00 81.81 1,799,820 

llDF 2 盟~ 6 • 11 2018 • 6'• 11 
83101 07:57 • 20:18:00 10~. 000 82.03 8,696,180 

ゆF 2018 • 6・12,• 2018 • 6 • ¥2 
83101 9:27:30 10:20:00 ,．. 137,5． 00 82. 57 11,353,376 

IIDF 2018 • 6 • 12 2018 • 6 • 12 47，6． ,000 82', 5， 7 
83101 w34:53 13: 17: 00 

39,220,760 

IIDF 2018'6 • 12 2018 : 6』12.
83102 . 13:17:50 13:~o:bo A 600,000 • 82,57 ▲ 49,642,000 

llDF 2018 • 6・12 2018 • 6 • 12 26,422, iOO 
8310l 13:41:08 1a:19:oo, 320,000 82.57 

8即31F01 
、2018• 6 • 12 2018 • 6 • 12. 

• 100.000 19:68:29 20:26:00. 82, 57 ,1. 8,257,000 

（注1) 「Table（テープル）J欄の各コード及び識別番号は、シンガポ.;..,レからの情報交換資料（乙11)の別紙2-3の． ． 
デークの「TableJ襴に記載されているコード及び鑽別番号であり、 「M:0」は、パカラを指すコー・ドである． ． 

（注2) 「Timein（開始日時）」、・ 「Ti""!out（終了日時）」＇欄の日時は、シンガポールからの情報交換資料（乙 ll)の別紙
2-3のデータの「rinein」、 「HIlleout」襴に記載されている日時であり、会員カー円晨示毎の開始日時及び，
終了日時である。 • 

（注3) 「①損益」欄の金額は、・シンガポーJbからの情輯交換資料（乙11)の別紐2-3のデークの該当「l!stin,ated
Paにon Win/(Lass)」襴に記載されている損益の金額である．．

（注4)'. 「②為替レート（星国ドル／円）」欄は、株式会社三菱UFJ銀行の取引日（当該日1：：為替相湯がない場合には
同日前の最も近い日）におけるTTMレートである。

（注5) 「③円換算額欄の金額は、 1円未満の端数を切り捨七た後の金額である。

．． 
'.  
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2 本件バカラに係る損益（合計）

①星国ドルベース

利益合計 1 損失合計

②円換算額

利益合計 I 損失合計
6, 390, 3601 .t. 2, 844, 000 442,358,8391 ●●▲ 233, 287, 040 

（注1） ［星国ドルベース」の「利益合計」又は「損失合計J襴の各金額は、上記表1(1本件パカラに係る損益（詳繹≫
の「①損益（晶国ドル） J襴の利益の額（正の値）又は損失の額（負（▲)の値）の各金額をそれぞれ合計した金額であ
る。

（注2) r円換算額」の「利益合計J又＇は・「損失合計J襴の各金額は、上記表 1(2本1牛パカラに係る損益（詳細））の
「③J襴の利益の額ぼの値）又は損失の額（負（▲）の値）の各金額をそれぞれ合計した金額である。

／→ 

ヽ

．．． 
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本件バカラに係る損益一覧表（マカオ）

別表6

年三；～一～巴［
． ①年間損益 ②為替ドルレ／ーF 卜 ③円換算額
(HKドル）． 、(HK 円） （①x②) 

• • 平(2 成釘2 7 年
'• 

l5年），

平成28年 ＇ 
(2016年） ,, 

平成29年
： 

(2017年）＇

平成30年
A 11, 7_09, 000 14.09 .A 164,979,810 (2018年）

''  
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本件；ゞカラ所得に係る一時所得の金額

（単位：．円）

云 平成27年分 平成28年分 平成29年分 平成30年分

米 国 ① 341,377,l 184 

゜ ゜ ゜
g 収入金 シンガポール ② 741,~24, 167 24,216,081 q4, 938,. 765, 442,368,839 
一支出

． 
マカオ ③ O' 

゜ ゜ ゜合'• ・計
④ 1,083, 301,'361 24,216,081 134,938,766 442,358,839 

（①＋②＋③) 

．、特 別＇控 除額 ⑤ 600,00ヽ0 600,000 印0,00,0 500,000 

,,..... 

．ヽ

一時所得の金額 ’‘ 

（ ④. - ⑤ ） 
⑥ l, 082, 801, 361, . 23,716,081 134,438,765 441,868,839 .. 

総所： 金額に算入すベ額き ＇， 

ー 所＇得の金 ⑦ 64i,400,676 11,858, Q40 67,219,382 220,929,419 
（ ⑥ ＋ 2 ） 

（注1) 「総収入金額一支出」欄の各金額は、以下のとおりである。 、
r米国」①襴の金額は、別表1の1の「年間損益合計」 「③円換算額」欄の金額を転記したものである。
「シンガポール」②欄の各金額は、別表2の2、3の2、4の2及び6の2の「年間損益合計」の「②円換算額（利
益合計）」，欄の金額を転記したものである。

（注2) 「特別控除額J⑤欄の金額は、所得税法34条3項に規定する特別控除の額である。

． （注3) 「総所得金額に算入すべき一時所得の金額」⑦欄の金額は、 1円未演の端数を切り捨てた後の金額である。．
I.  ・ •' 

• • e. ....,• .、...． ．． 
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